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相撲甚句（11：00～13：30、道の駅十文字）
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南部エリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　６日（日） 「名探偵コナン
　　　　　　探偵たちの鎮魂歌」　　 【169分】
　13日（日） 「猫の恩返し」　　　　　　【75分】
◆問合せ／南部エリア　26－3880

4月1日～4月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 市長公室
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TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

つどいの広場
　　マムチャサロン・ひらか・おもの川
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　市では、乳幼児期の子育て家庭の交流の場として「つどい
の広場」を開設しています。
　たくさんのおもちゃでのびのび遊べる広いスペースや子供
を見守りながらお茶を楽しむ喫茶コーナーを用意しています。
また、常駐の指導員が子育てに関する相談をお受けしていま
す。お気軽にご利用ください。
【マムチャサロン】
◆実施日／毎週 月～金曜日（祝日を除く）
◆時　間／10：00～14：00
◆場　所／わんぱく館内（南町）
【つどいの広場 ひらか】 ※４月から実施日が拡大しています
◆実施日／毎週 月～金曜日（祝日を除く）
◆時　間／10：00～15：00
◆場　所／アイリスハウス内（平鹿町浅舞）
【つどいの広場 おもの川】
◆実施日／毎週 火・水・土曜日（祝日を除く）
◆時　間／10：00～15：00
◆場　所／雄物川コミュニティセンター内（雄物川町沼館）
◆問合せ／市福祉環境部子育て支援課　35－2133

道の駅十文字
イベント情報
　道の駅十文字では、週
末を中心にイベントを開
催し皆さんのお越しをお
待ちしています。
【相撲甚句】　雄物川相撲
甚句声友会の皆さんが相
撲甚句を披露します
◆日　時／４月６日（日）
　　　　　11：00～13：30
【十文字和紙展】　天然の素材を使った暖かな作品が並びます
◆日　時／４月12日（土）・13日（日）、9：00～19：00
◆問合せ／道の駅十文字　23－9320

十文字和紙による作品

３月16日、かんじきを履いて歩く「かんじき
ウォーキング」が行われました。参加者らは
木々の芽吹きなどを見つけては、早春の訪れ
を楽しんでいました。（関連記事25ページ）

３月16日、かんじきを履いて歩く「かんじき
ウォーキング」が行われました。参加者らは
木々の芽吹きなどを見つけては、早春の訪れ
を楽しんでいました。（関連記事25ページ）

春の訪れを探して春の訪れを探して
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■予算を知ろう

　

横
手
市
で
は
、市
の
将
来
像
で
あ
る「
豊

か
な
自
然
、
豊
か
な
心
、
夢
あ
ふ
れ
る
田

園
都
市
」
の
実
現
に
む
け
、
「
横
手
ふ
る

さ
と
ス
ク
ラ
ム
プ
ラ
ン
」
と
い
う
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
構
想
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
ス
ク
ラ
ム
プ
ラ
ン
を
実
現
す

る
た
め
、
毎
年
予
算
を
決
め
て
１
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
と
は
、
市
が
市
民
の
皆
さ
ん
た
め

に
行
な
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
１
年
間

（
４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
）
の
収

入
と
支
出
の
見
積
り
で
す
。
家
計
に
例
え

る
と
、
「
１
年
間
の
収
入
が
い
く
ら
で
、

な
に
に
ど
れ
く
ら
い
使
う
か
」
と
い
う
も

の
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

家
庭
で
い
う
給
料
な
ど
の
収
入
を
「
歳

入
」
、
食
費
や
生
活
費
、
教
育
費
な
ど
の

支
出
を
「
歳
出
」
と
い
い
ま
す
。
い
わ
ば
、

予
算
に
は
、
市
民
の
１
年
間
の
暮
ら
し
が

詰
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

市
で
は
、
予
算
の
会
計
区
分
を
、
「
一

般
会
計
予
算
」
、
「
特
別
会
計
予
算
」
、

「
企
業
会
計
予
算
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
い
ま
す
。

■
一
般
会
計
予
算

　

高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
、
健
康
保
健
、

道
路
整
備
、
ゴ
ミ
処
理
、
学
校
教
育
、
消

防
な
ど
に
使
う
お
金
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
市
役
所
の
基
本
的
な
仕
事
を
す
る
会

計
で
、
大
部
分
が
こ
の
一
般
会
計
予
算
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
特
別
会
計
予
算

　

一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
特
定
の
事

業
ご
と
に
経
理
す
る
予
算
で
す
。
介
護
保

険
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道

事
業
な
ど
、
主
に
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
、

税
金
以
外
の
特
定
の
収
入
で
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
市
で
は
、
30
の
特
別
会
計
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

■
企
業
会
計
予
算

　

独
立
採
算
と
い
っ
た
民
間
企
業
に
似
た

よ
う
な
仕
事
を
す
る
予
算
で
す
。
市
で
は
、

水
道
事
業
と
、
病
院
（
横
手
病
院
、
大
森

病
院
）
事
業
の
２
つ
の
企
業
会
計
を
設
置

し
て
い
ま
す
。 

　

予
算
は
、
横
手
市
の
ま
ち
づ
く
り
設
計

図
と
も
い
え
る
「
横
手
ふ
る
さ
と
ス
ク
ラ

ム
プ
ラ
ン
」
を
基
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
や
意
見
な
ど
を
取
り
入
れ
、
市
役
所

の
職
員
が
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

な
が
ら
、
予
算
案
を
考
え
て
財
政
課
に
提

出
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
新
し
い
図
書
館
が
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
場
合
、
ま
ず
ど
れ
く
ら
い
お
金

が
か
か
る
か
、
国
や
県
な
ど
か
ら
お
金
を

も
ら
え
な
い
か
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
そ
し

て
、
建
設
に
か
か
る
費
用
と
収
入
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
、
さ
ら
に
利
用
者
の
状
況
を

考
え
、
本
当
に
（
緊
急
に
）
必
要
な
施
設

か
を
判
断
し
て
、
予
算
案
を
作
成
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ
れ
も

や
り
た
い
と
い
っ
て
も
、
使
え
る
お
金
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
や
り
た
い
こ
と

が
全
部
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
過
去

に
建
設
し
た
施
設
の
維
持
費
や
借
金
の
返

済
金
、
小
中
学
校
の
義
務
教
育
や
児
童
福

祉
な
ど
、
必
ず
か
か
る
経
費
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
財
政
課
で
は
予
算
案
に
対

し
て
、
優
先
順
位
や
住
民
要
望
を
考
え
な

が
ら
事
業
を
選
択
し
て
、
予
算
を
調
整
し

ま
す
。
こ
の
作
業
を
市
役
所
で
は
、
「
予

算
査
定
」
と
い
い
ま
す
。

　

予
算
査
定
を
経
た
予
算
案
は
、
最
終
的

に
市
長
が
決
定
し
て
、
皆
さ
ん
の
代
表
で

あ
る
市
議
会
に
提
出
し
、
内
容
を
説
明
し

ま
す
。
そ
れ
を
市
議
会
議
員
が
時
間
を
か

け
て
丁
寧
に
審
査
し
、
議
会
が
議
決
（
承

認
）
し
て
１
年
間
の
予
算
が
決
定
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
限
ら
れ
た
お
金
の
中
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
満
足
で
き
る
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
平
成
20
年
度
の
予
算

が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
た

ち
の
生
活
全
般
が
含
ま
れ
て
い
る
予
算
を
、

１
年
間
計
画
的
に
執
行
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

市
民
、
市
役
所
職
員
、
市
議
会
議
員
が

一
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
、
向
こ
う
１
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
設
計
図
。
次
ペ
ー
ジ
以

降
で
は
、
そ
の
設
計
図
の
内
容
を
詳
し
く

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

Ａ
４
版
で
６
８
７
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た

　

る
平
成
20
年
度
横
手
市
一
般
会
計
及
び

　

特
別
会
計
予
算
書
。
中
に
は
今
年
度
の

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
書
か
れ
お
り
、

　

こ
れ
を
読
め
ば
、
市
が
こ
の
１
年
間
ど

　

ん
な
仕
事
を
す
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

特
集「
予
算
を
知
ろ
う
」

〜
横
手
市
平
成
20
年
度
予
算
の
概
要
〜

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
４
７
２
億
１
，

２
０
０
万
円
。
昨
年
度
と
比
較
し
て
９
億
８
，
４
０
０
万
円

の
増
額
で
、
率
に
し
て
２
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
「
一
般
会
計
予
算
」
「
平
成
20
年
度

の
主
な
事
業
」
「
特
別
会
計
予
算
」
な
ど
、
市
が
１
年
間
に

行
う
仕
事
が
書
か
れ
た
予
算
書
の
内
容
を
詳
し
く
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

予
算
と
は

　

予
算
が
で
き
る
ま
で



■予算を知ろう

市報よこて5 市報よこて 4

■
市
税
　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

　

て
い
た
だ
く
市
民
税
や
固
定
資
産

　

税
、
法
人
税
な
ど
の
税
金
で
す
。

■
繰
入
金
　

基
金
（
積
立
金
）
の
取

　

り
崩
し
金
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り

　

入
れ
た
お
金
で
す
。

■
地
方
交
付
税
　

市
町
村
の
財
政
力

　

に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

　

金
で
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付

　

税
が
あ
り
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、

　

団
体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡
を
な

　

く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定
の
行

　

政
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
国

　

税
（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、

　

消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
集

　

め
ら
れ
た
財
源
の
う
ち
一
定
割
合

　

の
額
を
地
方
公
共
団
体
に
再
配
分

　

す
る
も
の
で
す
。

■
国
庫
・
県
支
出
金
　

特
定
の
事
業

　

の
た
め
に
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

　

る
お
金
で
す
。

■
市
債
　

公
共
施
設
整
備
な
ど
の
事

　

業
を
行
う
た
め
、
国
や
県
、
金
融

　

機
関
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
（
借

　

金
）
で
す
。

財
政
用
語
解
説

　

歳
入
は
、
大
き
く
分
け
る
と
「
自
主
財

源
」
と
「
依
存
財
源
」
が
あ
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
と
は
、
市
が
自
主
的
に
収
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
、
市

税
、
分
担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
、
手
数

料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
が

多
い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
市

の
自
主
財
源
は
１
３
７
億
４
，
３
８
１
万

円
で
、
率
に
し
て
29
・
１
％
と
低
い
水
準

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
は
、
国
や
県
の
制
度

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
額
が
交
付
さ
れ
る

財
源
の
こ
と
で
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
や
市
債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
の

依
存
財
源
は
３
３
４
億
６
，
８
１
９
万
円

（
70
・
９
％
）
で
、
そ
の
中
で
も
地
方
交

付
税
が
１
８
６
億
円
と
歳
入
全
体
の
39
・

４
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
動
向
は
市
の

財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
国
の「
地
域
再
生
対
策
費
」

の
創
設
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
の
総
額
が

国
全
体
で
３
年
ぶ
り
に
１
・
３
％
増
額
と

な
っ
た
た
め
、
市
へ
の
地
方
交
付
税
の
大

幅
な
減
額
は
避
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
後
も
地
方
交
付
税
に
依
存
す
る
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以

降
の
財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
を
増
や
す
取

り
組
み
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
行

財
政
改
革
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
歳
入
科
目
に
つ
い
て
み
て
み
る

と
、
市
税
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
額
に

し
て
３
億
５
，
７
５
２
万
円
、
率
に
し
て

３
・
９
％
減
の
88
億
１
２
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、
個
人
市
民
税

の
落
ち
込
み
で
、
課
税
所
得
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
税
源
移
譲
に
伴
う
年

間
所
得
変
動
に
係
る
減
額
措
置
や
住
宅
借

入
金
特
別
税
額
控
除
措
置
な
ど
の
税
額
調

整
制
度
に
よ
り
、
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
現
行
の
制
度
維
持
を

前
提
に
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
，
７
０

０
万
円
、
率
に
し
て
３
・
３
％
増
の
８
億

４
，
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、「
地
域
再
生
対
策
費
」

と
し
て
５
億
６
，
０
０
０
万
円
を
加
算
し
、

前
年
度
と
比
較
し
て
３
億
円
、
率
に
し
て

１
・
６
％
増
の
１
８
６
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
地
方
交
付
税
の
振
替
措
置
と
し

て
の
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
地
方
財
政
計

画
を
も
と
に
、
本
年
度
と
比
較
し
て
８
，

５
０
０
万
円
、
率
に
し
て
６
・
１
％
減
の

13
億
１
，
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
財
源
の
不
足

を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
11
億

円
を
繰
り
入
れ
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て

い
ま
す
。 一

般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
入

４
７
２
億
１
，
２
０
０
万
円

市
税
の
内
訳

個人市民税
28億7,624万円
【32.7％】

法人市民税
7億5,654万円
【8.6％】

固定資産税
43億153万円
【48.9％】

軽自動車税
2億898万円
【2.4％】

たばこ税
5億4,577万円
【6.2％】

その他（入湯税など）
1億1,214万円
【1.2％】

自主財源
【29.1％】

依存財源
【70.9％】

市税
88億120万円
【18.6％】

繰入金など
49億4,261万円
【10.5％】

地方交付税
186億円
【39.4％】

国庫支出金
42億705万円
【8.9％】

県支出金
35億7,094万円
【7.6％】

市債
49億3,820万円
【10.5％】

その他（交付金など）
21億5,200万円
【4.5％】

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金
ゴルフ場利用税交付金
株式等譲渡所得割交付金
計

8億4,600万円
9億4,500万円
2億2,000万円
   7,800万円
   2,500万円
   1,500万円
   1,000万円
     700万円
     600万円
21億5,200万円

【内訳】その他（交付金など）
繰入金
諸収入
繰越金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入
寄付金
計

11億6,937万円
18億0,432万円
 6億9,352万円
 5億8,053万円
 5億4,904万円
 1億4,083万円
　　　500万円
49億4,261万円

【内訳】繰入金など

市税総額
88億120万円
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性
質
別
歳
出

義務的経費
【53.7％】

人件費
103億837万円
【21.9％】

その他
6億1,944万円
【1.3％】

扶助費
66億1,762万円
【14.0％】

公債費
83億7,463万円
【17.8％】

物件費
62億9,060万円
【13.3％】

補助費
29億8,663万円
【6.3％】

繰出金
39億8,100万円
【8.4％】

投資・出資・貸付金
18億5,306万円
【3.9％】

普通建設、災害復旧費
61億8,065万円
【13.1％】

議会費
労働費
災害復旧費
諸支出金
予備費
計

3億2,645万円
1億3,513万円
 1,335万円

7億5,761万円
3,000万円

12億6,254万円

【内訳】議会費ほか

■
議
会
費
　

市
議
会
の
運
営
や
市
議

　

会
議
員
の
報
酬
な
ど
に
使
わ
れ
る

　

経
費
で
す
。

■
総
務
費
　

庁
舎
や
公
用
車
の
管
理

　

費
、
税
務
、
戸
籍
事
務
、
選
挙
な

　

ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
携
帯

　

電
話
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
情
報

　

通
信
設
備
に
要
す
る
経
費
も
含
ま

　

れ
て
い
ま
す
。

■
民
生
費
　

高
齢
者
、
子
ど
も
、
子

　

育
て
、
生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
関

　

係
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
衛
生
費
　

検
診
、
予
防
接
種
、
健

　

康
指
導
等
の
保
健
事
業
や
、
ゴ
ミ

　

処
理
、
し
尿
処
理
な
ど
の
衛
生
管

　

理
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
労
働
費
　

悪
徳
商
法
等
の
対
策
や

　

消
費
者
相
談
に
関
す
る
経
費
の
ほ

　

か
、
労
働
環
境
を
良
く
す
る
た
め

　

の
経
費
に
使
わ
れ
ま
す
。

財
政
用
語
解
説

　

現
在
、
横
手
市
の
財
政
状
況
は
と
て
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
税
や
地
方

交
付
税
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、
や
り
た
い

事
業
を
す
べ
て
予
算
に
組
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
市
の
歳
入
の
柱
で
あ
る
地
方
交

付
税
が
落
ち
込
む
一
方
、
福
祉
な
ど
に
使

う
社
会
保
障
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
合
併
当
初
予
定
し
て
い
た
道

路
や
施
設
の
建
設
事
業
で
あ
っ
て
も
見
直

し
を
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
補
助
費
な
ど
に
つ
い
て
も
財
政

の
ス
リ
ム
化
を
図
る
た
め
、
全
体
的
に
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
で
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
元
気
が
出
る
よ
う
な
、
地
域
の

特
色
を
い
か
し
た
予
算
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
市
の
歳
出
を
、
目
的

別
に
分
け
た
も
の
で
す
。
使
う
目
的
に
よ

り
議
会
費
か
ら
予
備
費
ま
で
14
の「
款
」か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
使
う
お
金
を
性
質
別

に
分
類
し
た
も
の
で
、
人
件
費
や
、
建
設

事
業
な
ど
に
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
る
か
が

分
か
り
ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
３
つ
を

合
わ
せ
て
「
義
務
的
経
費
」
と
呼
び
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
毎
年
必
ず
支
出
が
必
要
に
な

る
固
定
的
な
経
費
で
す
。
横
手
市
で
は
義

務
的
経
費
の
割
合
が
53
・
６
％
と
、
半
分

以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
経
費
の
歳
出
に
占
め
る
割
合
が
高
ま

る
と
、
行
政
運
営
費
や
施
設
等
整
備
費
な

ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
財
政
の
硬
直
化
」
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
近
年
は
施
設
等
の
整
備
費
や
、
物
件

費
な
ど
に
使
う
お
金
を
節
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

■
農
林
水
産
業
費
　

農
業
や
林
業
の

　

振
興
に
使
わ
れ
ま
す
。
減
反
や
転

　

作
等
の
経
費
や
担
い
手
育
成
、
農

　

道
・
林
道
の
整
備
な
ど
も
含
ま
れ

　

て
い
ま
す
。

■
商
工
費
　

商
工
業
の
振
興
や
、
横

　

手
の
観
光
、
物
産
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

　

使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
開

　

発
や
お
祭
り
な
ど
の
経
費
も
含
ま

　

れ
ま
す
。

■
土
木
費
　

市
の
道
路
整
備
や
、
公

　

園
整
備
、
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど

　

に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
横
手
駅

　

前
再
開
発
も
行
な
い
ま
す
。

■
消
防
費
　

消
防
団
、
救
急
、
消
防

　

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
教
育
費
　

小
中
学
校
、
給
食
セ
ン

　

タ
ー
や
、
公
民
館
、
図
書
館
、
体

　

育
館
の
運
営
に
必
要
な
経
費
や
、

　

地
域
文
化
・
地
域
行
事
の
支
援
に

　

必
要
な
経
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
災
害
復
旧
費
　

豪
雨
な
ど
で
災
害

　

が
発
生
し
た
と
き
、
必
要
な
調
査

　

や
復
旧
工
事
を
行
な
い
ま
す
。

■
公
債
費
　

過
去
に
借
り
入
れ
し
た

　

借
金
を
返
済
す
る
お
金
で
す
。

■
諸
支
出
金
　

い
ず
れ
に
も
属
さ
な

　

い
経
費
で
す
。
市
の
貯
金
で
あ
る

　

基
金
費
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

■
予
備
費
　

予
期
し
な
い
事
案
が
出

　

た
と
き
に
、
支
出
し
ま
す
。

■
人
件
費
　

市
議
会
議
員
の
報
酬
や

　

市
役
所
職
員
の
人
件
費
、
消
防
団

　

員
や
民
生
児
童
委
員
の
報
酬
な
ど

　

で
す
。

■
扶
助
費
　

児
童
手
当
、
生
活
保
護
、

　

障
が
い
者
支
援
な
ど
、
主
に
福
祉
、

　

保
健
、
医
療
に
使
う
お
金
で
す
。

■
公
債
費
　

過
去
の
借
入
金（
借
金
）

　

の
返
済
金
で
す
。

■
物
件
費
　

消
耗
品
や
備
品
の
購
入

　

や
賃
金
、
旅
費
、
調
査
費
な
ど
の

　

消
費
的
な
性
質
を
も
ち
ま
す
。

■
補
助
費
　

市
か
ら
他
の
団
体
等
に

　

対
し
、
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払

　

う
経
費
で
す
。

■
繰
出
金
　

下
水
道
な
ど
の
特
別
会

　

計
で
の
事
業
執
行
の
た
め
、
必
要

　

な
資
金
を
一
般
会
計
か
ら
繰
出
し

　

し
ま
す
。

■
普
通
建
設
、
災
害
復
旧
費
　

道
路

　

や
建
物
な
ど
を
作
っ
た
り
、
大
規

　

模
な
修
繕
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

■
投
資
・
出
資
・
貸
付
金
　

奨
学
金

　

の
貸
付
や
、
住
宅
整
備
資
金
の
貸

　

付
、
上
水
道
・
病
院
の
企
業
会
計

　

へ
の
出
資
金
な
ど
で
す
。

■
維
持
補
修
費
　

施
設
の
維
持
補
修

　

費
な
ど
で
す
。

目
的
別
歳
出

総務費
42億9,618万円
【9.1％】

民生費
113億8,046万円
【24.1％】

衛生費
50億4,088万円
【10.7％】

農林水産業費
25億4,180万円
【5.4％】

商工費
16億8,870万円
【3.6％】

土木費
66億9,204万円
【14.1％】

消防費
17億9,218万円
【3.8％】

教育費
41億4,256万円
【8.8％】

公債費
83億7,466万円
【17.7％】

議会費ほか
12億6,254万円
【2.7％】

歳出総額
472億1,200万円

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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災害復旧費
128円

　

数
字
を
見
た
だ
け
で
は
な
か
な
か
実
感

が
わ
か
な
い
の
が
市
の
財
政
で
す
。

　

そ
こ
で
、
横
手
市
を
み
な
さ
ん
の
家
庭

に
た
と
え
、
予
算
を
家
計
簿
に
当
て
は
め

て
み
ま
し
た
。
も
っ
と
身
近
な
形
で
市
の

予
算
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　

家
計
の
収
入
の
柱
は
、
親
（
国
や
県
）

か
ら
の
仕
送
り
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
家
族
の
給
料
と
パ
ー
ト
収
入

を
あ
わ
せ
て
も
、
全
体
の
３
割
に
も
満
た

な
い
状
況
で
、
親
か
ら
の
援
助
が
無
い
と

生
活
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

　

支
出
は
食
費
、
医
療
費
、
ロ
ー
ン
の
返

済
の
義
務
的
な
経
費
の
３
つ
の
占
め
る
割

合
が
５
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

家
族
が
稼
い
だ
収
入
は
１
４
０
万
程
度

な
の
に
、
食
費
や
医
療
費
、
自
宅
の
管
理

費
な
ど
の
生
活
費
に
２
８
２
万
円
も
か
か

っ
て
い
ま
す
。
貯
金
は
、
年
間
わ
ず
か
４

万
円
し
か
で
き
ず
、
と
て
も
ぜ
い
た
く
が

で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

収
入

　

支
出一

人
あ
た
り
の
予
算

横
手
市
の
家
計
簿総務費

41,300円
議会費
3,138円

民生費
109,401円

衛生費
48,458円

労働費
1,299円

農林水産業費
24,434円

土木費
64,331円

商工費
16,234円

消防費
17,228円

教育費
39,823円

借
金

公債費
80,506円

給料
(市税・譲与税等)
パート収入
(使用料・諸収入等)
親からの仕送りなど
(交付税・国県補助)
貯金取り崩し
(繰入金・繰越金)
ローン借り入れ金
(市債)
計

109万円

31万円

264万円

19万円

49万円

472万円

食費
(人件費)
医療費
(扶助費)
ローン返済
(公債費)
自宅や車の管理費・
通信費等
(物件費、補助費等)
家の改築・電化製品
買い替え
(普通建設事業)
子供への仕送り
(繰出金)
貯金
(積立金)
計

103万円

66万円

84万円

113万円

62万円

40万円

4万円

472万円

　

市
民
一
人
あ
た
り
の
予
算
額
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

目
的
別
歳
出
を
基
に
、
平
成
20
年
度
一

般
会
計
予
算
を
、
平
成
20
年
１
月
末
日
現

在
の
人
口
10
万
４
，
０
２
５
人
で
割
る
と
、

一
人
あ
た
り
45
万
３
，
８
５
２
円
に
な
り

ま
す
。 

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
児
童
等
へ
の
福
祉
に
使
わ
れ
る
「
民

生
費
」
に
一
番
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が

わ
か
り
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、
借
金
の

返
済
の
た
め
の
公
債
費
。
道
路
・
公
園
な

ど
を
整
備
す
る
土
木
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

支　出

横手市が年収472万円の家庭だったら
(一般会計予算額の10,000分の1)

諸支出金
7,283円

予備費
289円
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平
成
20
年
度
予
算
は
、
横
手
市
の
将
来
像
で
あ

る
「
豊
か
な
自
然
　

豊
か
な
心
　

夢
あ
ふ
れ
る
田

園
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

行
財
政
運
営
の
効
率
化
を
進
め
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
重
点
的
・
優
先
的
に

取
組
む
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
市
の
方
向
を
よ
り

分
か
り
や
す
く
示
し
つ
つ
、
迅
速
な
展
開
を
目
指

す
こ
と
を
基
本
に
編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
域
に
お
い
て
、
主
体
的
に
取
組
む

安
全
・
安
心
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
元

気
な
地
域
づ
く
り
事
業
を
強
力
に
展
開
す
る
た
め

に
、
昨
年
に
引
き
続
き
地
域
局
提
案
枠
予
算
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

６
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
た
今
年
度
の
主
な
事

業
と
、
元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　

人
に
や
さ
し
く

　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

【
生
活
環
境
】

１

安
心
で

　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

【
安
全
生
活
】

２

①
塵
芥
処
理
費
　
　
　
　
　
　
　

６
億
６
３
８
４
万
円

　

●
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
運
搬
や
、
処
分
に
要
す
る

　
　

経
費
で
す
。

　
　

・
ご
み
収
集
費
　
　
　
　
　

２
億
５
４
２
２
万
円

　
　

・
東
部
、西
部
、南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
６
４
４
１
万
円

　
　

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
処
理
セ
ン
タ
ー
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
８
５
万
円

②
し
尿
処
理
費
　
　
　
　
　
　
　

１
億
６
６
１
０
万
円

　

●
横
手
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
雄
物
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
に

　
　

お
い
て
、
し
尿
の
処
理
を
実
施
し
ま
す
。

③
雪
対
策
費
　
　
　
　
　
　
　
　

７
億
９
５
８
８
万
円

　

●
冬
期
間
の
道
路
除
雪
や
、
排
雪
処
理
な
ど
、
冬
も

　
　

暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

・
道
路
、
歩
道
な
ど
の
除
雪
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
億
６
１
６
０
万
円

　
　

・
除
雪
機
械
７
台
、
融
雪
材
散
布
車
１
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
５
１
１
４
万
円

④
道
路
新
設
改
良
事
業
　
　
　
　

６
億
７
６
５
０
万
円

　

●
狭
い
市
道
の
拡
幅
や
、
痛
ん
だ
道
路
の
舗
装
な
ど

　
　

を
実
施
し
、
車
や
歩
行
者
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り

　
　

を
進
め
ま
す
。

　
　

・
折
橋
四
津
屋
線
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
万
円

　
　

・
真
山
３
号
線
　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
０
万
円

　
　

・
善
知
鳥
蓋
線
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

　
　

・
条
里
跡
般
若
寺
線
　
　
　

１
億
８
０
０
０
万
円

　
　

・
東
部
３
号
幹
線
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
万
円

⑤
公
園
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　

２
億
１
８
０
０
万
円

　

●
横
手
公
園
、
赤
坂
総
合
運
動
公
園
の
整
備
を
行
い

　
　

ま
す
。

　
　

・
横
手
公
園
散
策
路
整
備
　
　
　

４
０
０
０
万
円

　
　

・
赤
坂
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
８
０
０
万
円

⑥
横
手
駅
前
活
性
化
対
策
費
　
　

16
億
８
７
１
２
万
円

　

●
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
前
周
辺
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
再

　
　

開
発
を
行
い
ま
す
。

⑦
公
営
住
宅
建
設
　
　
　
　
　
　
　

２
億
４
７
６
万
円

　

●
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
公
営
住

　
　

宅
の
建
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

・
醍
醐
住
宅
建
設
事
業
　

３
棟
　

１
億
７
６
９
万
円

　

・
大
中
島
住
宅
（
大
森
）
、
七
日
市
住
宅
（
横
手
）

９
７
０
７
万
円

①
常
備
消
防
経
費
　
　
　
　
　
　

１
億
２
７
３
２
万
円

　

●
消
防
車
両
、
救
急
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な
ど
に

　
　

必
要
な
経
費
で
す
。

②
消
防
施
設
等
整
備
事
業
　
　
　

２
億
２
０
３
１
万
円

　

●
増
田
分
署
へ
配
置
す
る
救
急
車
両
の
購
入
や
、
消

　
　

防
梯
子
車
の
修
理
・
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
防
火
水
槽
な
ど
の
地
域
の
防
災
基
盤
整
備

　
　

を
進
め
ま
す
。

③
非
常
備
消
防
経
費
　
　
　
　
　

１
億
６
５
４
３
万
円

　

●
地
域
を
守
る
消
防
団
活
動
に
必
要
な
経
費
で
す
。

④
生
活
バ
ス
路
線
運
行
費
補
助
事
業
　

１
億
６
４
０
万
円

　

●
路
線
バ
ス
の
運
行
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
、
バ

　
　

ス
事
業
者
に
助
成
し
ま
す
。

⑤
代
替
運
行
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
４
万
円

　

●
廃
止
と
な
っ
た
バ
ス
路
線
の
う
ち
、
必
要
な
路
線

　
　

に
対
し
市
が
代
替
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

⑥
水
害
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
０
０
万
円

　

●
大
雨
の
時
に
浸
水
や
冠
水
の
被
害
が
出
る
箇
所
の

　
　

水
路
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

平
成
20
年
度
は
、
水
害
が
多
く
発
生
す
る
横
手
地

　
　

域
及
び
雄
物
川
地
域
の
水
路
改
修
を
行
い
ま
す
。

豊
か
な

然

豊
か
な
心

夢
あ
ふ
れ
る
田
園
都
市

平
成
20
年
度
の
主
な
事
業
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み
ん
な
で
学
び

　
　

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

【
教
育
文
化
】

５

あ
な
た
の
知
恵
・

　
　

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

【
住
民
参
画
交
流
】

６

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ

　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り【健

康
福
祉
】

３

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

　
　

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

【
産
業
振
興
】

４

①
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
　

11
億
８
８
４
４
万
円 

　

●
障
が
い
者
の
施
設
入
所
な
ど
の
介
護
給
付
や
、
就

　
　

労
支
援
の
た
め
の
訓
練
給
付
を
行
い
ま
す
。

②
高
齢
者
福
祉
事
業
　
　
　
　
　

６
億
４
５
７
９
万
円

　

●
高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
　

・
長
寿
祝
金
支
給
　
　
　
　
　
　

２
７
５
５
万
円

　
　

・
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
３
万
円

　
　

・
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
　

２
８
８
８
万
円

　
　

・
食
の
自
立
支
援
事
業
　
　
　
　

３
１
７
５
万
円

③
児
童
福
祉
事
業
　
　
　
　
　
　

35
億
８
５
０
８
万
円

　

●
子
育
て
世
帯
・
家
族
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
ま

　
　

た
、
保
育
所
や
学
童
保
育
な
ど
の
児
童
福
祉
施
設

　
　

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　

・
児
童
手
当
、
育
児
手
当
、
出
産
祝
金
等
の
支
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
億
７
５
３
４
万
円

　
　

・
公
立
保
育
所
や
私
立
保
育
所
の
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
億
２
２
９
５
万
円

　
　

・
学
童
保
育
、
一
時
保
育
、
延
長
保
育
な
ど
、
子

　
　
　

育
て
世
帯
の
就
労
支
援
　

２
億
３
５
８
９
万
円

 

④
健
康
増
進
事
業
　
　
　
　
　
　

１
億
７
９
４
４
万
円

　

●
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
、
栄
養
改
善
指
導
な
ど
を

　
　

行
い
、
健
康
増
進
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

⑤
母
子
保
健
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
２
２
万
円

　

●
乳
幼
児
健
診
や
、
妊
産
婦
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

⑥
健
康
の
駅
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　

１
５
６
１
万
円

　

●
市
民
が
気
軽
に
健
康
増
進
活
動
が
で
き
る
よ
う
、

　
　

東
部
、
西
部
、
南
部
に
健
康
の
駅
を
開
設
し
ま
す
。

①
農
業
振
興
費
　
　
　
　
　
　
　

３
億
５
３
０
０
万
円

　

●
市
の
農
業
政
策
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展

　
　

開
し
ま
す
。

　
　

・
あ
な
た
と
地
域
の
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
０
０
０
万
円

　
　

・
中
山
間
地
域
振
興
対
策
費
　
　

７
２
２
０
万
円

　
　

・
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
９
６
万
円

②
農
地
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
億
７
８
５
万
円

　

●
農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
、
農
地
や
水
路
な
ど
の

　
　

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　

・
農
村
総
合
整
備
事
業
　
　

２
億
３
３
０
０
万
円

　
　

・
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
７
５
４
万
円

　
　

・
農
地
、水
、農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
２
８
７
万
円

③
林
業
振
興
費
　
　
　
　
　
　
　

２
億
９
２
４
５
万
円

　

●
林
業
振
興
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
　

・
林
道
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　

５
８
８
０
万
円

　
　

・
里
山
エ
リ
ア
交
付
金
事
業
　
　

５
７
９
２
万
円

　
　

・
地
域
材
利
用
促
進
対
策
事
業
　

２
７
５
０
万
円

④
自
動
車
産
業
強
化
事
業
　
　
　
　
　

１
２
３
１
万
円

　

●
自
動
車
産
業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
し

　
　

ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
小
中
学
生
を
対
象

　
　

に
も
の
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
展
開

　
　

し
、
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

①
小
学
校
費
　
　
　
　
　
　
　
　

６
億
８
９
３
６
万
円

　
　

●
市
内
24
の
小
学
校
の
学
校
運
営
や
、
教
育
振
興

　
　
　

に
必
要
な
経
費
で
す
。

　
　

・
学
校
管
理
費
　
　
　
　
　

２
億
９
７
５
４
万
円

　
　

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業
　
　

２
４
２
１
万
円

　
　

・
大
森
小
学
校
統
合
事
業
　

１
億
４
１
０
５
万
円

②
中
学
校
費
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
７
７
９
７
万
円

　
　

●
市
内
12
の
中
学
校
の
学
校
運
営
や
、
教
育
振
興

　
　
　

に
必
要
な
経
費
で
す
。

　
　

・
学
校
管
理
費
　
　
　
　
　

１
億
８
６
３
５
万
円

　
　

・
老
朽
施
設
改
造
工
事
　
　
　
　

１
２
８
６
万
円

　
　

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業
　
　

１
７
５
８
万
円

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
　
　
　
　

５
０
４
４
万
円

　
　

●
市
内
の
小
中
学
校
へ
運
行
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
　

の
経
費
で
す
。

④
奨
学
金
貸
付
事
業
　
　
　
　
　
　
　

５
５
２
６
万
円

　
　

●
高
校
、
大
学
在
籍
者
に
対
し
学
資
を
貸
付
け
、

　
　
　

経
済
的
支
援
を
図
り
ま
す
。

⑤
学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
　
　
　
　

５
３
８
３
万
円

　
　

●
学
校
生
活
に
お
い
て
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と

　
　
　

す
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校
生
活
支
援
を
目

　
　
　

的
と
す
る
サ
ポ
ー
ト
員
を
配
置
し
ま
す
。

⑥
社
会
教
育
事
業
　
　
　
　
　
　

３
億
５
３
３
６
万
円

　
　

●
公
民
館
活
動
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学

　
　
　

習
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
　

・
公
民
館
費
　
　
　
　
　
　

１
億
１
５
９
４
万
円

　
　

・
図
書
館
費
　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
５
２
万
円

　
　

・
文
化
財
保
護
費
　
　
　
　
　
　

４
５
２
７
万
円

⑦
保
健
体
育
費
　
　
　
　
　
　
　

14
億
１
６
６
８
万
円

　
　

●
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
事
業
や
、
社
会
体
育
活

　
　
　
　

動
に
必
要
な
経
費
で
す
。

　
　

・
学
校
給
食
事
業
　
　
　
　
　

９
億
５
７
０
万
円

　
　

・
横
手
体
育
館
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
８
０
２
１
万
円

　
　

・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
　

３
０
０
万
円

①
地
区
会
議
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　

３
７
８
２
万
円

　

●
地
域
協
議
会
と
連
携
し
て
、
市
民
自
ら
の
地
域
づ

　
　

く
り
を
実
践
し
ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業
　
　
　
　

９
３
万
円

　

●
横
手
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、
男
女
共

　
　

同
参
画
意
識
の
普
及
啓
発
と
、
計
画
の
効
果
的
な

　
　

推
進
に
努
め
ま
す
。
　

③
み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

●
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
人
材
育
成
と
、
活
動
の
実

　
　

践
を
支
援
し
ま
す
。

④
地
域
づ
く
り
活
動
特
別
支
援
事
業
　
　

３
０
０
万
円

　

●
地
域
を
よ
り
元
気
づ
け
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

　
　

域
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

⑤
市
報
印
刷
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
８
８
万
円

　

●
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報
を
掲
載
し
た
広
報
紙
、

　
　

「
市
報
よ
こ
て
」
を
毎
月
２
回
発
行
し
ま
す
。



■予算を知ろう
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元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り
事
業

〜
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
〜

　

地
域
の
伝
統
・
文
化
・
風
土
を
生
か
し
、
地
域
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
８
地
域
で
は
特
色
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
展
開
し
、
ま
ち
に
賑
わ

い
を
も
た
せ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
「
元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り
事
業
」
で
は
、

各
地
域
の
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
、

地
域
の
特
色
あ
る
取
組
み
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
「
元
気
な
地
域
づ

く
り
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

●安心・安全・住みよいまちづくり事業　7,728万円●元気な地域づくり事業　4,322万円

生活環境整備事業　　　　　　　3,994万円

道
路
側
溝
、
水
路
、
舗
装
な
ど

が
破
損
し
た
と
こ
ろ
を
修
理
し

ま
す
。

横手・平鹿・雄物川・大森・十文字・大雄

地域の安全・安心対策事業　　　　1,348万

防
犯
灯
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
な
ど

の
安
全
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
水
害
対
策
も
行
な
い
ま

す
。

横手・増田・大森・山内・大雄

観光施設等整備事業　　　　　　　130万円

観
光
案
内
板
を
設
置
し
た
り
、

照
明
器
具
を
修
理
し
ま
す
。

増田・十文字・山内

ふれあい交流の場整備事業　　　1,007万円

公
園
の
整
備
や
子
ど
も
の
広
場
、

遊
具
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

雄物川・大森・十文字・山内・大雄

地域公共施設リニューアル事業　　691万円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
の
公

共
施
設
の
改
修
や
、
ま
ち
な
み

の
景
観
を
保
護
す
る
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

増田・雄物川・十文字・大雄

地域資源再生・魅力アップ事業　　556万円

あ
や
め
公
園
や
山
内
芝
桜
の
再

生
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

平鹿・山内

人材育成事業　　　　　　　　　　146万円

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

講
演
会
、
講
座
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
横
手
ふ
る
さ
と

語
り
伝
承
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

横手・増田・大雄

生きがい健康づくり支援事業　　　578万円

健
康
増
進
事
業
や
、
福
祉
健
康

ま
つ
り
、
高
齢
者
の
サ
ー
ク
ル

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

増田・平鹿・大森・十文字

地域イベント支援事業　　　　　1,785万円

さ
ん
な
い
芝
桜
ま
つ
り
、
よ
こ

て
の
線
香
花
火
大
会
、
増
田
の

花
火
な
ど
、
各
地
域
で
行
な
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
ま
す
。

全地域

地域資源再生・魅力アップ事業　　968万円

地
域
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
資
源

の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、

市
民
と
協
働
で
調
査
、
再
生
の

た
め
の
活
動
を
行
な
い
ま
す
。横手・増田・平鹿・十文字・山内

地域交流促進事業　　　　　　　　189万円

交
流
の
里
づ
く
り
、
都
市
と
の

交
流
調
査
、
集
落
座
談
会
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

横手･増田･大森･大雄

地域情報発信事業　 　　　　　　　80万円

「
よ
こ
て
ま
ち
ナ
ビ
」
の
充
実

支
援
と
、
地
域
か
わ
ら
版
を
発

行
し
ま
す
。

横手・平鹿

地域環境美化推進事業　　　　　　578万円

地
域
の
花
壇
整
備
や
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

横手・増田・山内・大雄

地域の安全・安心対策事業　　　　258万円

防
災
時
の
炊
き
出
し
訓
練
や
安

全
・
安
心
旗
な
ど
を
配
布
し
ま

す
。

横手・平鹿・雄物川
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特
別
会
計
・
企
業
会
計

　

万
が
一
の
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
加

入
者
（
被
保
険
者
）
が
収
入
に
応
じ
て
保

険
税
を
出
し
合
い
、
医
療
費
の
支
払
い
や

高
額
療
養
費
の
支
給
を
実
施
し
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

国
保
市
民
課 

　

老
人
保
健
制
度
に
お
け
る
、
医
療
に
必

要
な
費
用
で
す
。
な
お
、
現
在
の
老
人
保

健
制
度
は
、
平
成
20
年
３
月
末
で
廃
止
と

な
り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
が
始
ま
る
た
め
、
１
か
月

分
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

国
保
市
民
課 

老
人
保
健
制
度
に
か
わ
る
新
制
度
で
、

度
対
象
と
な
る
方
に
保
険
料
を
納
め
て

た
だ
き
、
そ
れ
を
保
険
者
で
あ
る
秋
田

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
し
納

す
る
た
め
の
会
計
で
す
。
こ
れ
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
医
療
費
の

財
源
と
な
り
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

国
保
市
民
課 

　

介
護
が
必
要
な
方
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
、
介
護
状
態
に
な
る
前
か
ら
の
予
防
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
、
地
域
社
会
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

高
齢
ふ
れ
あ
い
課 

　

介
護
予
防
の
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
や
相
談
事
業
を
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
市
内
３
箇
所
に

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所
、
通

所
介
護
な
ど
の
事
業
を
行
う
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
い
き
い
き
の
郷
、
雄
水
苑
、

白
寿
園
、
憩
寿
園
、
鶴
寿
苑
の
運
営
に
係

る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

各
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

一
般
入
所
、
短
期
入
所
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
心
身
機
能
や
日

常
生
活
行
動
の
向
上
を
図
る
な
ど
の
総
合

的
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

老
健
お
お
も
り 

　

要
介
護
者
や
要
支
援
者
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

大
森
地
域
局
市
民
福
祉
課 

　

介
護
認
定
を
受
け
た
方
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
特
定
高
齢
者
対
象
の
通
所
型
介
護
予

防
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

大
森
地
域
局
市
民
福
祉
課 

　

知
的
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
生
活
の

自
立
、
生
産
活
動
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

大
和
更
生
園
、
ユ
ー
ホ
ッ

　
　
　
　
　
　

プ
ハ
ウ
ス 

　

市
営
温
泉
施
設
６
施
設
（
三
吉
山
荘
・

雄
川
荘
・
さ
く
ら
荘
・
ゆ
っ
ぷ
る
・
え
が

お
の
丘
・
大
森
健
康
温
泉
）
の
管
理
・
運

営
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

各
温
泉
施
設 

　

平
鹿
、
雄
物
川
、
大
森
、
十
文
字
、
山

内
の
５
地
域
で
、
安
全
で
安
心
で
き
る
水

道
水
の
供
給
を
目
指
し
、
施
設
整
備
、
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

水
道
総
務
課 

ほ
か 

　

事
業
区
域
内
の
土
地
の
形
状
を
整
え
、

道
路
・
公
園
等
の
公
共
施
設
の
整
備
改
善

を
行
う
こ
と
で
、
区
域
内
の
利
便
性
向
上

を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
現
在
は
三
枚

橋
地
区
を
中
心
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

都
市
整
備
課 

　

園
路
墓
地
26
基
の
造
成
と
墓
域
拡
大
の

た
め
、
用
地
取
得
と
一
部
造
成
工
事
を
行

い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

都
市
整
備
課 

　

日
常
生
活
か
ら
出
た
汚
水
を
集
め
て
処

理
し
、
き
れ
い
な
水
に
よ
み
が
え
ら
せ

然
界
に
戻
す
た
め
、
下
水
道
の
整
備
を

っ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

下
水
道
管
理
課 

ほ
か

　

農
業
集
落
に
お
け
る
生
活
雑
排
水
な
ど

の
処
理
施
設
を
整
備
し
、
農
業
用
排
水
の

水
質
保
全
、
農
村
生
活
環
境
の
改
善
を
行

い
ま
す
。 

■
担
当
課
　

下
水
道
管
理
課 

ほ
か 

　

平
鹿
地
域
と
雄
物
川
地
域
で
、
下
水
道

区
域
外
の
地
区
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

市
設
置
型
事
業
で
す
。

　

浄
化
槽
の
設
置
か
ら
そ
の
後
の
維
持
管

理
ま
で
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。 

■
担
当
課
　

下
水
道
管
理
課 

ほ
か

　

財
産
区
で
所
有
す
る
財
産
（
山
林
等
）

の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
担
当
課
　

各
地
域
局
地
域
振
興
課 

　

横
手
病
院
、
大
森
病
院
の
管
理
・
運
営

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
病
院
は
そ

れ
ぞ
れ
の
基
本
理
念
に
則
り
地
域
に
根
ざ

し
た
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
努
力
し

ま
い
り
ま
す
。

 
■
担
当
課
　

横
手
病
院
、
大
森
病
院 

　

横
手
、
増
田
、
平
鹿
、
大
森
、
十
文
字
、

大
雄
の
６
地
域
で
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
の
供
給
を
目
指
し
、
施
設
整
備
、
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

■
担
当
課
　

水
道
総
務
課 

ほ
か

■
特
別
会
計
　

２
７
８
億
　

２
７
１
万
３
千
円 

■
企
業
会
計
　

１
２
５
億
２
７
５
１
万
５
千
円

介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計

  　　
　
　

４
億
６
４
２
７
万
３
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　

68
億
３
３
４
２
万
９
千
円

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計

　

    　　
　
　

２
０
８
８
万
７
千
円

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　

４
億
１
６
２
１
万
７
千
円

財
産
区
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
３
３
万
円

浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
４
万
３
千
円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計 

　
　
　
　
　

18
億
７
０
５
９
万
２
千
円

居
宅
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
３
２
万
円

指
定
通
所
介
護
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

７
３
３
２
万
７
千
円

障
害
者
支
援
施
設
特
別
会
計

　
　
　
　
　

２
億
５
７
３
１
万
９
千
円

市
営
温
泉
施
設
特
別
会
計

　
　
　
　
　

７
億
９
１
４
３
万
１
千
円

31
億
７
９
６
７
万
８
千
円

 

　
　
　

１
０
７
億
１
２
９
５
万
５
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

10
億
７
１
５
３
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　

９
億
９
５
６
２
万
７
千
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

５
億
８
１
６
０
万
円

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

４
億
２
４
３
万
７
千
円

前
郷
墓
園
造
成
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
５
６
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　

31
億
７
２
８
３
万
６
千
円

 
特
別
会
計

　
　
　
　
　

93
億
４
７
８
３
万
７
千
円

 

企
業
会
計

一般会計
472億1,200万円
【53.9％】

特別会計
278億271万3千円
【31.8％】

企業会計
125億2,751万5千円
【14.3％】

横手市予算総額
875億4,222万8千円

【平成20年度横手市当初予算内訳】
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市
の
基
金
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
な
ど
、
25
の
基
金

が
あ
り
ま
す
。 

  

　

合
併
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
基
金
の
残

高
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
で
し
ょ
う
か
。  

主
な
基
金
の
残
高
（
表
①
）
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
う
。 

  

　

市
の
主
要
基
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

は
、
19
年
度
末
の
見
込
み
で
27
億
１
４
４

万
円
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
20
年
度
当
初
予

算
へ
11
億
円
を
取
り
崩
し
し
て
い
ま
す
の

で
、
残
り
は
16
億
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。 

  

こ
の
調
子
で
取
り
崩
し
を
行
な
う
と
、

貯
金
が
な
く
な
る
日
が
く
る
の
も
そ
う
遠

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
借
金
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
建
設
し
た
建
物
や
道
路
、
公
園

整
備
な
ど
、
社
会
基
盤
整
備
に
使
っ
た
お

金
の
借
金
残
高
（
表
②
）
を
み
て
み
ま
し

ょ
う
。   

　

19
年
度
末
で
は
貯
金
が
市
民
一
人
あ
た

り
５
万
６
，
１
０
２
円
、
借
金
は
な
ん
と

59
万
７
，
７
１
２
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行

な
う
た
め
、
毎
年
新
た
に
す
る
借
金
の
額

を
、
そ
の
年
の
返
済
金
以
内
に
抑
え
て
、

着
実
に
借
金
の
残
高
を
減
ら
す
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貯
金
の
取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い

た
め
に
も
、
歳
出
の
見
直
し
な
ど
、
行
財

政
改
革
を
さ
ら
に
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、
道
路
や
施
設
な
ど
を
整

備
し
た
と
き
に
借
り
た
借
入
金
返
済
の
経

費
が
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
を
合
わ

せ
た
標
準
的
な
一
般
財
源
の
総
額
に
対
し

て
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
に
な
っ
て
い
る

か
を
示
す
指
標
で
す
。
特
別
会
計
や
企
業

会
計
も
含
め
た
市
全
体
の
公
債
費
（
借
金

返
済
）
の
度
合
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
横
手
市
の
場
合
、
20
・
１
％
と
な
っ

て
お
り
、
県
内
13
市
の
う
ち
、
２
番
目
に

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
18
％
を
超

え
る
と
起
債
（
借
金
）
を
す
る
と
き
に
、

県
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

25
％
を
超
え
る
と
、
建
設
事
業
な
ど
の
起

債
（
借
金
）
の
一
部
が
認
め
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　

家
計
に
た
と
え
た
場
合
、
仕
事
で
得
た

給
料
の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
家
や
車
の
ロ

ー
ン
な
ど
に
支
払
っ
て
い
る
か
を
知
る
指

標
で
す
。
こ
の
指
標
が
高
く
な
る
と
、
別

の
ロ
ー
ン
を
し
た
い
と
き
に
、
親
の
許
可

や
、
制
限
が
か
か
っ
て
く
る
と
い
う
意
味

で
す
。

　

市
の
支
出
の
中
に
は
、
人
件
費
や
扶
助

費
、
公
債
費
な
ど
、
毎
年
必
ず
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
固
定
的
な
支
出
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
収
入
さ
れ
る
市
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
使
途
制
限
の
な
い
一
般
財
源
の

中
か
ら
こ
れ
ら
を
支
出
す
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
経
費
が
収
入
の
何
％
を
占
め
て
い
る

か
を
示
す
比
率
で
、
財
政
の
健
全
性
を
判

断
し
ま
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が
な

く
な
り
、
新
し
い
事
業
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
都
市
で
は
、
70
％
〜
80

％
に
あ
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
80
％

を
超
え
る
と
財
政
構
造
の
弾
力
性
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

横
手
市
の
場
合
、
平
成
18
年
度
決
算
で

93
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
17
年
度

決
算
よ
り
は
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

い
る
と
は
い
え
、
こ
の
指
標
か
ら
非
常
に

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
県
内
13
市
の
う
ち
で
、

10
番
目
に
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
た
と
え
た
場
合
、
１
か
月
の
お

小
遣
い
か
ら
、
毎
月
払
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
携
帯
電
話
の
支
払
い
が
多
く
な
っ
て

く
る
と
、
新
し
い
Ｃ
Ｄ
も
買
え
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
や
国
の
三
位
一
体
改
革
、
更

に
は
景
気
の
回
復
が
実
感
で
き
な
い
社
会

情
勢
の
中
、
市
税
・
地
方
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
の
総
額
は
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
も
財
政
危
機
を
理

由
に
、
市
へ
交
付
す
る
お
金
を
年
々
減
ら

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
扶
助
費
な
ど
の
社
会

保
障
費
が
増
大
し
、
借
金
の
返
済
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
い
る
な
ど
、
財
政
運
営
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

人
件
費
や
借
金
の
残
高
は
着
実
に
減
っ

て
き
て
い
る
も
の
の
、
市
の
基
金
残
高
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
持
続
可
能
な
市
政
運

営
の
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
予
算
執
行
の
う
え
で
も
徹
底

し
た
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

水
道
料
金
の
見
直
し
や
市
税
な
ど
の
徴
収

強
化
に
努
め
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

横
手
市
の
財
政
状
況

　

基
金（
貯
金
）の
推
移

■
財
政
調
整
基
金
　

市
の
主
要
な
基

　

金
（
貯
金
）
の
ひ
と
つ
で
、
歳
出

　

が
歳
入
を
上
回
る
と
き
、
こ
の
基

　

金
か
ら
繰
入
し
て
歳
入
と
歳
出
の

　

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
か

　

わ
か
ら
な
い
の
で
、
将
来
の
突
然

　

の
財
政
需
要
に
備
え
て
お
く
た
め

　

に
、
あ
る
程
度
の
残
高
が
な
い
と

　

心
配
で
す
。

■
減
債
基
金
　

将
来
の
借
金
の
返
済

　

に
役
立
て
る
た
め
の
貯
金
で
す
。

■
普
通
会
計
　

一
般
会
計
と
特
別
会

　

計
の
一
部
を
あ
わ
せ
て
、
他
の
自

　

治
体
と
容
易
に
比
較
で
き
る
よ
う

　

に
考
え
ら
れ
た
会
計
区
分
を
普
通

　

会
計
と
い
い
ま
す
。

　

横
手
市
で
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

　

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
、

　

前
郷
墓
苑
造
成
事
業
特
別
会
計
、

　

障
害
者
支
援
施
設
特
別
会
計
の
３

　

つ
の
特
別
会
計
が
含
ま
れ
て
い
ま

　

す
。

財
政
用
語
解
説

ＱＡ

財政調整基金 
減債基金
その他の基金（23基金） 
合計
市民１人あたり

平成17年度末
28億2,038万円
4,798万円 

35億4,447万円 
64億1,283万円 
6万1,647円

平成18年度末
40億2,984万円

5,742万円 
28億2,205万円 
64億　931万円 
6万6,420円

平成19年度末見込み 
27億　144万円

6,535万円 
30億6,917万円 
58億3,596万円 
5万6,102円

市債残高（普通会計ベース） 
市民１人あたり

平成17年度末
646億4,176万円
62万1,406円

平成18年度末
637億2,737万円 
61万2,615円

平成19年度末見込み 
621億7,709万円 
59万7,712円

表②【借金の推移】

表①【基金の推移】

■
予
算
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

市
財
務
部
財
政
課
（
　

３
５
‐
２

　

１
６
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

借
金
（
市
債
）
は
、
学
校
や
道

　
　
　

路
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
を

建
設
・
整
備
す
る
と
き
に
利
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
耐
用
年
数
が
長

く
資
産
と
し
て
世
代
を
超
え
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
長
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
を
即
金
で
支
払
う
と
、
今
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
す
べ
て
の
費
用
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
、
将
来
利
用
す
る
方

は
負
担
し
な
く
て
い
い
と
い
う
不
公
平

が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
費
用
に
つ
い
て
も
、
建
設

時
の
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
の
で
は
な
く
、
施
設
を
利
用

す
る
次
の
世
代
の
方
々
に
も
建
設
費
用

を
公
平
に
ご
負
担
い
た
だ
く
た
め
に
、

起
債
し
て
長
期
間
に
渡
っ
て
分
割
返
済

し
て
い
く
の
で
す
。

　
　
　

ど
う
し
て
借
金
を
す
る
の
？

　

実
質
公
債
費
比
率

　

経
常
収
支
比
率

　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　

借
金
の
推
移（
普
通
会
計
ベ
ー
ス
）

横手市の貯金は
58億3,596万円

横手市の借金は
621億7,709万円

１人あたりにすると
        貯金は
          5万6,102円
        借金は
         59万7,712円
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市
町
村
合
併
後
の
初
代
市
長
と

し
て
就
任
以
来
、
「
豊
か
な
自
然

豊
か
な
心
　

夢
あ
ふ
れ
る
田
園
都

市
」
の
実
現
に
向
け
て
最
大
限
の

努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
12

月
に
実
施
し
た
住
民
意
向
調
査
に

よ
る
と
、「
合
併
は
必
要
だ
っ
た
」

と
答
え
た
方
が
50
％
を
超
え
、「
不

要
だ
っ
た
」
と
答
え
た
方
を
大
幅

に
上
回
り
、
新
市
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
対
話
重
視
の
視
点

か
ら
「
私
の
ま
ち
の
市
長
室
」
や

「
出
前
ト
ー
ク
」
な
ど
を
開
催
し
、

市
政
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
行
政
は
管
理
・
運
営
か
ら
経

営
へ
」
と
の
時
代
認
識
か
ら
、
優

れ
た
企
業
の
経
営
手
法
に
学
び
な

が
ら
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
は
、
職
員
に
対
す

る
年
頭
訓
示
の
中
で
「
横
手
市
の

行
政
経
営
理
念
」
を
示
し
ま
し
た
。

企
業
で
い
う
「
社
是
・
社
訓
」
に

あ
た
り
、
「
私
た
ち
は
、
幸
せ
な

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
市

民
と
手
を
た
ず
さ
え
て
、
地
域
価

値
の
創
造
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
」

と
い
う
も
の
で
す
。
横
手
市
役
所

は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ
り
た
い

の
か
、
そ
の
価
値
観
を
共
有
し
、

一
丸
と
な
っ
て
激
変
す
る
時
代
に

挑
戦
し
て
い
こ
う
と
訓
示
し
た
も

の
で
す
。

　

地
域
自
治
区
の
設
置
期
間
が
満

了
と
な
る
２
年
後
を
見
据
え
、
職

員
削
減
を
踏
ま
え
た
組
織
、
人
員

配
置
の
見
直
し
作
業
に
着
手
し
ま

す
。
平
成
20
年
度
は
、
各
自
治
区

固
有
の
業
務
と
全
市
的
業
務
を
整

理
し
、
本
庁
と
地
域
局
の
意
思
統

一
を
図
り
、
効
率
的
な
事
務
執
行

と
迅
速
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
が
犠
牲
と
な
る
悲
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
成
長
が
あ

っ
て
こ
そ
将
来
の
展
望
が
開
け
る

も
の
で
あ
り
、
市
民
一
丸
と
な
っ

て
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど

も
た
ち
が
人
間
と
し
て
の
権
利
を

学
び
、
他
人
の
権
利
を
尊
重
す
る

風
土
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
「
横

手
市
子
ど
も
の
権
利
宣
言
」
を
平

成
20
年
度
中
に
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に

つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
に
お
い

て
集
落
営
農
組
織
が
73
組
織
、
認

定
農
家
５
５
７
戸
と
約
４
割
の
集

積
率
で
あ
り
、
目
標
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

20
年
度
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
30

組
織
の
立
ち
上
げ
と
既
存
集
落
営

農
組
織
の
法
人
化
に
向
け
、
県
や

Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す

る
ア
ク
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

を
中
心
に
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
人
材

育
成
を
重
要
な
戦
略
と
し
て
位
置

づ
け
、
幅
広
く
有
能
な
人
材
を
育

成
す
る
事
業
や
県
南
工
業
振
興
会
、

横
手
市
自
動
車
産
業
研
究
会
等
と

連
携
し
、
も
の
づ
く
り
の
人
材
を

育
成
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
産
業
を
中
心
と
し

た
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
、

企
業
誘
致
専
門
員
を
採
用
し
、
自

動
車
産
業
の
集
積
を
目
指
し
ま
す
。

　

「
横
手
駅
東
西
自
由
通
路
等
基

本
設
計
」
の
結
果
を
も
と
に
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
実
施
設
計
の
協
定
を

締
結
し
、
東
西
自
由
通
路
や
橋
上

駅
舎
に
つ
い
て
の
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

横
手
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
に
よ
る
個
別
事
業

と
し
て
は
、
現
在
の
横
手
駅
東
口

駐
輪
場
の
撤
去
工
事
と
、
夜
間
や

冬
期
間
の
通
行
者
の
安
全
性
向
上

を
図
る
た
め
の
富
士
見
大
橋
地
下

道
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

横
手
駅
前
市
街
地
再
開
発
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
進
ち
ょ
く

に
あ
わ
せ
て
旧
平
鹿
総
合
病
院
跡

地
を
中
心
に
第
１
期
建
築
工
事
に

着
手
し
、
引
き
続
き
、
羽
後
交
通

ビ
ル
を
中
心
に
第
２
期
解
体
工
事

に
着
手
し
ま
す
。

　

新
た
に
策
定
し
た
水
道
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
上
水
道
と
簡
易
水

道
の
統
合
を
含
め
た
変
更
認
可
申

請
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
水

道
の
資
産
評
価
を
行
う
な
ど
企
業

会
計
化
を
進
め
ま
す
。
主
な
施
設

整
備
と
し
て
は
、
横
手
地
域
か
ら

配
水
を
す
る
大
雄
地
域
配
水
施
設

整
備
事
業
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
公
共
下
水
道
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
横
手
地
域
で

は
婦
気
、
安
田
原
、
八
王
寺
、
上

真
山
の
４
地
区
、
増
田
地
域
で
は

縫
殿
、
下
川
原
、
月
山
の
３
地
区
、

平
鹿
地
域
で
は
下
藤
根
、
三
島
の

２
地
区
、
十
文
字
地
域
で
は
古
内
、

下
沖
田
の
２
地
区
、
大
雄
地
域
で

は
根
田
谷
地
地
区
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

横
手
病
院
で
は
、
院
内
Ｉ
Ｔ
化

の
最
終
段
階
と
し
て
昨
年
10
月
か

ら
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
医
療

情
報
の
効
率
的
な
管
理
と
と
も
に

待
ち
時
間
の
短
縮
な
ど
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
効
果
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
、
血

管
撮
影
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
医
療
機

器
の
整
備
と
新
病
棟
等
の
増
築
お

よ
び
既
存
建
物
の
改
修
に
着
手
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
森
病
院
は
移
転
新
築
か
ら
10

年
が
経
過
し
、
医
療
器
械
の
更
新

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
新
年
度

か
ら
高
度
医
療
機
器
の
導
入
に
つ

い
て
計
画
的
な
更
新
整
備
を
図
り

ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
発
足
し
た
「
新
庁

舎
を
考
え
る
市
民
会
議
」
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
の
会
議
を

開
催
し
、
委
員
の
皆
様
と
の
情
報

の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
会
議
と
は
別
に
、
職

員
に
よ
る
「
新
庁
舎
検
討
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
も
同
時
期

に
立
ち
上
げ
、
行
政
の
立
場
か
ら

描
く
市
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

さ
ら
な
る
情
報
の
共
有
・
連
携
強

化
の
も
と
議
論
を
重
ね
、
平
成
20

年
度
末
ま
で
に
様
々
な
意
見
の
集

約
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
４
施
設

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い

て
は
昨
年
11
月
、
施
設
毎
に
利
用

者
と
家
族
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、

指
定
管
理
者
制
度
と
は
ど
う
い
う

制
度
な
の
か
、
ま
た
、
制
度
を
導

入
し
た
場
合
、
何
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
指
定
管

理
者
の
公
募
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
人
か
ら
申
請
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
、
選
定
委
員
会
に
よ
る
審

査
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
本
議
会
に
指
定
管

理
者
の
指
定
に
係
る
議
案
を
上
程

し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
が
不
安
を
抱
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
円
滑
に
移
行
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
移
行
後
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
環
境
に
な
る
よ
う
、

法
人
と
の
協
定
に
基
づ
き
管
理
運

営
状
況
を
適
切
に
把
握
し
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

市議会３月定例会「平成20年度施政方針」から

２月25日から３月19日までの日程で、横手市議会３
月定例会が開催されました。その開会にあたり、五
十嵐市長が平成20年度の市政運営の基本方針や主要
な施策について説明する「施政方針」を述べました。
この中から、市民の皆さんの生活にかかわりの深い
部分を抜粋してお知らせします。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

農
業
振
興

農
業
振
興

行
政
経
営
改
革

行
政
経
営
改
革

今議会に提案された主な一般会計補正予算

■一般会計補正額・・・・・・３億４，０８３万５千円
　◎主な補正予算
　　○退職手当組合特別負担金　　　１億２，３００万　　円
　　○旭地区交流施設建設事業　　　　△３，８０７万４千円
　　○生活バス路線運行費補助事業　　　１，１１１万５千円
　　○移動通信鉄塔施設整備事業　　　△３，９８４万　　円
　　○ネットワーク構築事業　　　　　△７，２３８万７千円
　　○浄化槽設置整備事業　　　　　　△４，２５６万４千円
　　○金融対策費　　　　　　　　　　　２，００７万５千円
　　○除雪機械購入費　　　　　　　　△３，０９８万１千円
　　○下水道事業特別会計繰出金　　　△９，８１０万４千円
　　○大森小学校統合事業　　　　　　　１，６６０万１千円
　　○道路災害復旧事業（凍上災）　　△５，０００万　　円
　　○財政調整基金積立金　　　　　３億４，３３３万１千円
　など

■補正後の予算総額・・・・・・４８７億９，８７９万４千円

　　　　　　の
　　　　市政運営を

組
織
機
構
の
再
編

組
織
機
構
の
再
編

子
ど
も
の
権
利
宣
言

子
ど
も
の
権
利
宣
言

工
業
振
興

工
業
振
興

横
手
駅
周
辺
整
備

横
手
駅
周
辺
整
備

水
道
事
業

水
道
事
業

市
立
病
院
事
業

市
立
病
院
事
業

新
庁
舎
を
考
え
る
市
民
会
議

新
庁
舎
を
考
え
る
市
民
会
議

指
定
管
理
者
制
度

指
定
管
理
者
制
度

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業

第２回新庁舎を考える市民会議（市役所南庁舎）

対 話 重 視
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《横手》

《平鹿》

《大森》

《山内》

  
　　 健（検）診名 
特定健診、胸部・大腸 
・前立腺がん検診、生
活習慣病予防健診 
胃がん検診 

乳・子宮がん・卵巣腫
瘍検診 
骨粗鬆症検診 
　  
　 
　　　健（検）診名 
特定健診、胸部・大腸 
・前立腺がん検診、生
活習慣病予防健診 
胃がん検診 
乳・子宮がん・卵巣腫瘍
検診 
骨粗鬆症検診 
      
      
　　　健（検）診名 
特定健診、胃・胸部・
大腸・前立腺がん検診、
生活習慣病予防健診 
特定健診、胸部・大腸 
・前立腺がん検診、生
活習慣病予防健診 
胃がん検診 

乳・子宮がん・卵巣腫
瘍検診 
骨粗鬆症検診 

     
     健（検）診名 
特定健診、胃・乳・子
宮がん・卵巣腫瘍・胸
部・大腸・前立腺がん
検診、骨粗鬆症検診、
生活習慣病予防健診

       
　　　健（検）診日
６/10～13・16～20・23
～27・30　 
７/1・2・16～18・22～24 
８/18～22・25～29 
９/1・2 
９月～10月（詳細は未定） 

11/11～14 

　　　健（検）診日 
５/12～16・19～23・27～30
６/2・3 

７/2～4・７～11・14～18 
８/19～22・25～29 
９/1～3 
９/4・5 

　　　　 
      健（検）診日
６/30 

７/1～4・7～11・14・20  

６/9～13　 
９/1～5・8　　 
10/14～17・20～23 

10/31 

      健（検）診日 
６/3～6・9～13・23～27 
・30（予備日７/29) ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　検診名 
胸部総合検診 
大腸がん検診
胃がん検診
骨粗鬆症検診 
子宮がん検診
卵巣腫瘍検診
乳がん検診
前立腺がん検診 
生活習慣病予防健診

　　   検診料金 
  300円（65歳以上は無料） 
  600円
1,000円
  600円または800円
1,000円または1,200円
  500円または800円
1,500円 
1,000円 
2,100円

◇検診料金　平成20年度の健（検）診は、各地域ごとに左
記の日程で行われます。時間・場所等の詳細
については、今年１月に実施した「健（検）診
対象者調べ」で受診を希望された方に、市か
ら個別通知をします。この通知を受け取った
方は、記載されている内容等を確認の上、健
（検）診をお受けください。 
　なお、この申し込みをされなかった方が改
めて受診を希望される場合は、窓口への申請
が必要です。その際は、各地域局の健（検）診
担当へお申し込みください。 
　健（検）診はご自分の住んでいる地域以外で
も受けることができます。また、日程が変更
になる場合もありますので、詳しくは下記へ
お問い合わせください。

※各種がん検診・骨粗鬆症検診で、次に該当する方は無料です。 
　①75歳以上の方、②生活保護受給世帯、
　③65～74歳までの後期高齢者医療被保険証の保持者 
  ④市民税非課税世帯の方（骨粗鬆症検診のみ）

　医療制度改革にともない、平成20年度からこれまでの「基本健康診査」が廃止となり、新たに「特
定健康診査」と「後期高齢者健康診査」が実施されます。健診の内容等については、下記のとおりで
す。なお、がん検診や骨粗鬆症検診に変更はありません。

◇対　　象　・40～ 74歳までの国民健康保険加入者
　　　　　　・生活保護受給世帯
◇健診料金　無料

◇対    象　75歳以上の方（ただし、高血圧、糖尿
　　　　　　病、高脂血症等の生活習慣病で既に掛
　　　　　　かり付け医を受診している方を除く） 
◇健診料金　無料

◇問合せ　　市福祉環境部保健衛生課（大雄庁舎内）　35-2185、または各地域局の健（検）診担当へ 
　　　　　　・横手地域局保健センター（　33-9600）　　・増田地域局市民福祉課　（　45-5514） 
　　　　　　・平鹿地域局市民福祉課　（　24-0007）　　・雄物川地域局市民福祉課（　22-2157）
　　　　　　・大森地域局市民福祉課　（　26-4030）　　・十文字地域局市民福祉課（　42-5113）
　　　　　　・山内地域局市民福祉課　（　53-2933）　　・大雄地域局市民福祉課　（　52-3905）

◇対　　象　65歳以上の方（要介護認定者を除く） 
◇健診料金　無料

《増田》

《雄物川》

《十文字》

《大雄》

      
　　　健（検）診名 
特定健診、胃・胸部・
大腸・前立腺がん検診、
骨粗鬆症検診、生活習
慣病予防健診 
乳・子宮がん・卵巣腫
瘍検診 

     健（検）診名 
特定健診、胸部・大腸 
・前立腺がん検診、生
活習慣病予防健診 
胃がん検診 

乳・子宮がん・卵巣腫
瘍検診 
骨粗鬆症検診　 

     健（検）診名 
特定健診、胸部・大腸・ 
前立腺がん検診、生活
習慣病予防健診 
胃がん検診 

乳・子宮がん・卵巣腫
瘍検診 

骨粗鬆症検診 

      健（検）診名 
特定健診、胃・乳・子
宮がん・卵巣腫瘍・胸
部・大腸・前立腺がん
検診、骨粗鬆症検診 

胃・乳・子宮がん・卵
巣腫瘍・胸部・大腸・
前立腺がん検診 
生活習慣病予防健診

       
　　　健（検）診日
５/8・9・12～16・19～23 
・26～28 

７/2～4・7～11・14・15 

    　 
      健（検）診日
６/9・11～13・16～20・ 
23～27 

４/14～18・21～23 
９/８～12・16・17 
５/9・12～14 
８/26～29
９/25 

      健（検）診日
７/15～18・22～24・28  
～31 
８/1・4・5・8 
５/15・16・19～23・26～30
６/2～4 
５/15・16・19～22・26 
・28～30 
６/2・3・6 
６/12・13 

            
      健（検）診日
５/12～14・19～21・26～28 
６/2～4・9～11・16～18・23
～25・30 
７/1・2・7～9・14・15  
(予備日９/1～3） 
８/7・8 

８/19

→

→→

各種健（検）診のお知らせ
平成20年度

◎健（検）診の実施について

◎新しい健診が始まります

後期高齢者 
健康診査
後期高齢者 
健康診査

生活機能評価生活機能評価

基本健康診査

生活機能評価
（介護予防健診）

特定健康診査特定健康診査

◎平成20年度の健（検）診日程
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小
松
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松
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佐
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◆
菊
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主
査
）
◆
内
藤
良
子
（
福
祉
環
境

部
国
保
市
民
課
国
民
健
康
保
険
担

当
副
主
幹
）
◆
佐
々
木
正
子
（
福

祉
環
境
部
保
健
衛
生
課
健
康
づ
く

り
担
当
保
健
師
主
査
）
◆
児
玉
稔

（
福
祉
環
境
部
子
育
て
支
援
課
保

育
支
援
担
当
副
主
幹
）
◆
桜
田
力

藏
（
福
祉
環
境
部
東
部
環
境
保
全

セ
ン
タ
ー
総
括
業
務
員
）
◆
松
川

菊
雄
（
福
祉
環
境
部
東
部
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
総
括
業
務
員
）
◆
小

松
田
均
（
福
祉
環
境
部
東
部
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
南
東
地
区
最
終
処

分
場
総
括
業
務
員
）
◆
細
川
タ
ク

子
（
福
祉
環
境
部
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
雄
水
苑
介
護
士
主
査
）
◆

本
田
栄
子
（
福
祉
環
境
部
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
雄
水
苑
総
括
介
護

員
）
◆
砂
金
加
代
子
（
福
祉
環
境

部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
園

看
護
師
主
任
）◆
大
極
富
子（
福
祉

環
境
部
介
護
老
人
保
健
施
設
老
健

お
お
も
り
介
護
士
副
主
幹
）
◆
藤

原
淳
子
（
福
祉
環
境
部
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
憩
寿
園
准
看
護
師
主

任
）
◆
織
田
祐
子
（
福
祉
環
境
部

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
憩
寿
園
介

護
士
副
主
幹
）
◆
高
橋
絹
子
（
福

祉
環
境
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

憩
寿
園
総
括
調
理
員
）
◆
阿
部
充

（
産
業
経
済
部
長
）
◆
高
橋
信
行

（
産
業
経
済
部
農
政
課
長
）
◆
加

賀
谷
惣
一
（
建
設
部
次
長
）
◆
佐

藤
正
信
（
建
設
部
次
長
）
◆
最
上

惠
一
（
建
設
部
建
築
住
宅
課
長
）

◆
木
下
利
章（
上
下
水
道
部
次
長
）

◆
丸
谷
秀
夫（
上
下
水
道
部
次
長
）

◆
伊
藤
一
彦
（
上
下
水
道
部
浄
水

課
長
）
◆
熊
谷
敦
雄
（
上
下
水
道

部
水
道
配
水
課
給
配
水
施
設
担
当

副
主
幹
）
◆
髙
橋
和
吉
（
会
計
管

理
者
）
◆
内
田
一
之
（
議
会
事
務

局
長
）
◆
蔦
屋
良
一
（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
）
◆
佐
藤
矩
男

（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
◆
照
井

清
司
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

◆
珍
田
春
雄
（
農
業
委
員
会
事
務

局
農
地
振
興
担
当
副
主
幹
）
◆
西

田
和
雄
（
教
育
総
務
部
教
育
総
務

課
総
務
担
当
主
査
）
◆
尾
形
純
治

（
教
育
指
導
部
次
長
）
◆
魚
谷
修

（
教
育
指
導
部
学
校
教
育
課
長
）

◆
石
上
文
男
（
横
手
中
央
公
民
館

館
長
）
◆
西
村
キ
エ
子
（
吉
田
地

区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）

◆
鈴
木
俊
弘
（
金
沢
小
学
校
主
席

校
務
員
）
◆
佐
藤
春
美
（
山
内
小

学
校
総
括
校
務
員
）
◆
石
川
進
一

（
横
手
地
域
局
次
長
）
◆
木
村
均

（
横
手
地
域
局
地
域
振
興
課
地
域

振
興
担
当
総
括
庁
務
員
）
◆
戸
嶋

幸
男
（
横
手
地
域
局
地
域
振
興
課

管
財
担
当
総
括
運
転
士
）
◆
手
賀

茂（
横
手
地
域
局
市
民
生
活
課
長
）

◆
運
藤
正
（
横
手
地
域
局
産
業
振

興
課
長
）
◆
石
田
正
（
増
田
地
域

局
次
長
）
◆
髙
橋
幸
一
郎
（
増
田

地
域
局
地
域
振
興
課
地
域
振
興
担

当
副
主
幹
）
◆
平
野
久
美
子
（
増

田
地
域
局
狙
半
内
地
域
セ
ン
タ
ー

主
査
）
◆
阿
部
律
子
（
増
田
地
域

局
市
民
生
活
課
国
保
・
市
民
生
活

担
当
副
主
幹
）◆
高
橋
孝
一
郎（
平

鹿
地
域
局
次
長
）◆
柴
田
靖
子（
平

鹿
地
域
局
市
民
生
活
課
税
務
担
当

主
事
）
◆
大
坂
谷
濶
（
平
鹿
地
域

局
地
域
維
持
課
長
）
◆
畠
山
富
雄

（
雄
物
川
地
域
局
次
長
）
◆
小
野

澄
子
（
雄
物
川
地
域
局
福
祉
保
健

課
福
祉
担
当
主
査
）
◆
山
田
輝
子

（
雄
物
川
地
域
局
地
域
維
持
課
維

持
管
理
担
当
副
主
幹
）
◆
棚
橋
博

子
（
大
森
地
域
局
地
域
振
興
課
管

財
担
当
主
査
）
◆
佐
藤
時
雄
（
大

森
地
域
局
市
民
生
活
課
環
境
・
防

災
担
当
副
主
幹
）
◆
渡
邊
イ
ク
子

（
大
森
地
域
局
白
山
保
育
所
保
育

士
副
主
幹
）
◆
田
口
美
喜
子
（
十

文
字
地
域
局
十
文
字
保
育
所
保
育

士
主
幹
）
◆
古
関
悦
子
（
十
文
字

地
域
局
三
重
保
育
所
保
育
士
副
主

幹
）
◆
菅
原
登
志
子
（
十
文
字
地

域
局
植
田
保
育
所
総
括
調
理
員
）

◆
伊
藤
暁
（
山
内
地
域
局
地
域
振

興
課
地
域
振
興
担
当
総
括
庁
務
員
）

◆
大
和
良
子
（
山
内
地
域
局
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
◆
森

屋
文
子
（
山
内
地
域
局
さ
ん
な
い

保
育
園
保
育
士
副
主
幹
）
◆
柴
田

百
合
子
（
山
内
地
域
局
さ
ん
な
い

保
育
園
保
育
士
副
主
幹
）
◆
柴
田

厚
司
（
大
雄
地
域
局
市
民
生
活
課

長
）
◆
篠
原
慶
子
（
大
雄
地
域
局

市
民
生
活
課
国
保
・
市
民
生
活
担

当
副
主
幹
）
◆
佐
々
木
敏
廣
（
大

雄
地
域
局
福
祉
保
健
課
長
）
◆
髙

橋
政
利
（
大
雄
地
域
局
地
域
維
持

課
長
）
◆
栗
林
弥
生
（
福
祉
環
境

部
子
育
て
支
援
課
保
育
支
援
担
当

主
任
【
厚
生
労
働
省
へ
派
遣
】
）

◆
中
山
榮
治
（
消
防
長
）
◆
加
賀

谷
長
吉
（
次
長
）
◆
杉
村
稔
（
警

防
課
長
）
◆
東
海
林
隆
（
消
防
署

長
）
◆
渡
辺
均（
消
防
署
当
直
長
）

◆
渡
辺
一
男
（
増
田
分
署
長
）
◆

高
橋
進
一（
増
田
分
署
副
分
署
長
）

◆
平
良
木
徳
市
（
平
鹿
分
署
副
分

署
長
）
◆
大
屋
敷
英
（
雄
物
川
分

署
長
）
◆
粂
田
久
雄
（
雄
物
川
分

署
副
分
署
長
）
◆
田
原
利
雄
（
大

森
大
雄
分
署
長
）◆
高
橋
陵
一（
大

森
大
雄
分
署
副
分
署
長
）

【
市
立
横
手
病
院
】

◆
下
斗
米
孝
之
（
診
療
科
内
科
科

長
）
◆
沼
倉
一
幸
（
診
療
科
泌
尿

器
科
医
員
）
◆
若
林
俊
樹
（
診
療

科
外
科
医
員
）◆
新
森
百
合
子（
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
総
括
業
務
員
）

◆
嶋
田
清
子
（
薬
剤
科
主
席
薬
剤

助
手
）

【
市
立
大
森
病
院
】

◆
畠
山
夏
美
（
診
療
科
第
一
内
科

科
長
）
◆
住
吉
明
子
（
診
療
科
内

科
医
員
）
◆
野
口
英
明
（
診
療
科

整
形
外
科
医
員
）
◆
鈴
木
佳
奈
子

（
看
護
科
看
護
師
）
◆
大
極
勇
一

（
事
務
局
長
兼
医
事
係
長
事
務
取

扱
兼
企
画
経
営
課
長
事
務
取
扱
）
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平成20年３月31日付

市職員
退職者
市職員
退職者

消
防
部
局

病
院
事
業

平
成
20
年
度
の
組
織
機
構

お
よ
び
職
員
の
体
制
に
つ

い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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中
原
、
黒
田
両
選
者
が
講
演

「
雪
を
う
た
う
」
市
民
俳
句
大
会
表
彰
式
＆
10
周
年
記
念
講
演
会

就
労
支
援
と
交
流
の
場
に

市
役
所
大
森
庁
舎
に
「
ふ
れ
あ
い
食
堂
」
が
オ
ー
プ
ン

黒田杏子先生

中原道夫先生

杉田理事長、五十嵐市長、赤川区長がテープカット

旧大森町役場職員食堂を活用した明るい店内

　

第
10
回
「
雪
を
う
た
う
」
市
民

俳
句
大
会
の
表
彰
式
と
10
周
年
記

念
講
演
会
が
３
月
９
日
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
か
ま
く
ら
館
で
行
わ

れ
、
第
１
回
か
ら
選
者
を
務
め
る

俳
人
の
中
原
道
夫
氏
と
黒
田
杏
子

氏
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
は
じ
め
に
五
十

嵐
市
長
が
「
10
回
目
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
非
常
に
感
慨
深
い
」
な

ど
と
挨
拶
を
述
べ
、
各
部
門
の
受

賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

ま
た
、
２
人
の
選
者
の
先
生
か
ら

も
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
中
原
先
生
が
「
俳

句
の
根
っ
こ
」
と
題
し
て
講
演
。

「
俳
句
に
は
３
つ
の
根
っ
こ
が
あ

る
。
一
番
太
い
根
っ
こ
を
ど
こ
に

置
く
か
（
誰
に
師
事
す
る
か
）
が

大
切
。
ま
た
、
支
え
て
く
れ
る
根

っ
こ
と
栄
養
を
与
え
て
く
れ
る
根

っ
こ
も
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
田
先
生
は
「
横
手
の

俳
句
　

世
界
の
俳
句
」
と
題
し
て

講
演
。
俳
句
を
通
し
た
世
界
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
披
露
し
な
が
ら
「
「
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ

Ｕ
（
俳
句
）
は
世
界
中
に
あ
り
、

人
々
を
支
え
て
い
る
」
な
ど
と
述

べ
ま
し
た
。

早
春
の
森
を
散
策

雪
中
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

昔
な
が
ら
の
か
ん
じ
き
を
履
い

て
歩
く
「
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
が
３
月
16
日
、
横
手
ス
キ
ー

場
大
谷
地
山
荘
前
を
発
着
と
す
る

全
長
約
２
．
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
「
雪
と
な

か
よ
く
暮
ら
す
条
例
」
に
も
と
づ

き
、
雪
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に

旧
横
手
市
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
。
昨
年
の
暖
冬
に
よ
る
中

止
な
ど
を
経
て
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
夜
の
雨
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
霧
の
晴
れ

間
に
横
手
盆
地
や
鳥
海
山
が
浮
か

び
上
が
る
幻
想
的
な
景
色
が
楽
し

め
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
ゴ
ー
ル
後
に
豚
汁
が

ふ
る
ま
わ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は

早
春
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

企
業
な
ど
で
の
就
労
を
目
指
す

障
が
い
者
が
調
理
、
接
客
を
行
い

運
営
す
る
「
ふ
れ
あ
い
食
堂
」
が

３
月
17
日
、
市
役
所
大
森
庁
舎
内

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

・
グ
リ
ー
ン（
医
療
法
人
興
生
会
）

と
、
障
が
い
者
の
自
立
を
目
的
に

「
障
が
い
者
就
労
支
援
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施
す
る
市
と

が
協
力
し
て
開
設
し
た
も
の
で
、

グ
リ
ー
ン
の
利
用
者
が
、
う
ど
ん

や
そ
ば
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
、

軽
食
を
中
心
に
提
供
し
ま
す
。
営

業
時
間
は
平
日
の
午
前
11
時
半
か

ら
午
後
２
時
ま
で
。
職
員
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

杉
田
多
喜
男
・
興
生
会
理
事
長
が

「
お
客
様
と
障
が
い
者
が
触
れ
あ

い
、
激
励
し
て
い
た
だ
き
、
良
い

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。
五
十
嵐
市
長
が
「
障
が
い
者

の
自
立
が
課
題
と
な
る
中
、
具
体

的
な
取
り
組
み
が
で
き
う
れ
し
い
。

こ
れ
を
モ
デ
ル
に
今
後
に
生
か
し

た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

■
問
合
せ

市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
（
大

森
庁
舎
内
）
　

３
５-

２
１
３
２
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市
教
育
委
員
会
は
２
月
22
日
、
４
件
の
文
化

財
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

指
定
を
受
け
た
４
件
の
文
化
財
は
、
市
教
育

委
員
会
か
ら
諮
問
を
受
け
た
市
文
化
財
保
護
審

議
会
（
國
安
寛
会
長
）
が
審
議
し
た
結
果
、
市

指
定
文
化
財
に
指
定
す
る
べ
き
も
の
と
答
申
し

た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
２
月
22
日
の
告

示
を
経
て
市
の
指
定
文
化
財
（
登
録
有
形
文
化

財
を
含
む
）
は
、
２
１
８
件
（
う
ち
国
指
定
６

件
、
県
指
定
38
件
、
市
指
定
１
４
２
件
、
国
登

録
32
件
）
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
指
定

さ
れ
た
文
化
財
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

○
桂
徳
寺 

宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像
　

１
躯

　

【
年
　

代
】平
安
時
代
後
期

　

【
所
在
地
】横
手
地
区

有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

○
田
村
郷
日
記
　

35
冊

　

【
年
　

代
】江
戸
時
代
後
期
〜
明
治
時
代
初
期

　

【
所
在
地
】大
雄
地
区

有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

○
田
根
森
村
適
産
調
及
び
絵
図

　
　
　
　
　
　
　
　

適
産
調
４
冊
・
絵
図
２
枚

　

【
年
　

代
】明
治
時
代
（
明
治
32
年
）

　

【
所
在
地
】雄
物
川
郷
土
資
料
館

○
羽
後
交
通
横
荘
線
鉄
道
資
料
　

一
括

　

【
年
　

代
】大
正
時
代
〜
昭
和
時
代

　

【
所
在
地
】雄
物
川
郷
土
資
料
館
・
平
鹿
農
村

　
　
　
　
　

文
化
伝
承
館

羽
後
交
通
横
荘
線
鉄
道
資
料

お
う
し
ょ
う

田
村
郷
日
記

た

む
ら

ご
う

き
も
い
り

田
根
森
村
適
産
調
及
び
絵
図

て
き

さ
ん
し
ら
べ

と
も
の

か
ぶ
と

み
な
も
と
の
よ
し
い
え

じ

ろ
う
け
ん
じ
ょ
う
す
け
か
ね

市
指
定
文
化
財

新
た
に
４
件
を
指
定

桂
徳
寺 

宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像

け
い

と
く

じ

ほ
う

か
ん

あ

み

だ

に
ょ

ら
い

ぞ
う

ざ

　

表
面
の
や
つ
れ
が
著
し
く
、
表
情
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
形
式
の

小
金
銅
仏
は
全
国
的
に
例
が
少
な
く
、
銅
製
の
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
日

本
北
限
の
例
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
本
像

は
伴
次
郎
兼
仗
助
兼
の
兜
の
中
に
納
め
て
い
た
兜
守
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
雪
の
出
羽
路
」
に
よ
る
と
助
兼
は
源
義
家
の
郎
党
で
、
後
三
年
合
戦
に
お

い
て
活
躍
し
た
が
、
金
沢
柵
の
攻
防
で
義
家
拝
領
の
「
薄
金
の
兜
」
を
失
っ

た
と
さ
れ
る
。
こ

の
兜
は
江
戸
時
代

中
期
に
な
っ
て
、

金
沢
中
野
の
八
兵

衛
に
よ
っ
て
発
掘

さ
れ
、
中
に
あ
っ

た
仏
像
が
こ
の
宝

冠
阿
弥
陀
如
来
坐

像
で
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　

種
苗
交
換
会
の
産
み
の
親

で
あ
り
、
農
聖
と
も
呼
ば
れ

る
石
川
理
紀
之
助
と
そ
の
弟

子
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
農

地
調
査
、
い
わ
ゆ
る
適
産
調

の
報
告
書
で
あ
る
。
適
産
調

は
、
明
治
29
年
か
ら
35
年
に

か
け
て
南
秋
田
郡
を
中
心
に

実
施
さ
れ
た
が
、
横
手
市
内

は
明
治
32
年
７
月
に
実
施
さ

れ
た
田
根
森
村（
大
雄
地
域
）

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
田
根

森
村
適
産
調
調
査
書
４
冊
は
、

田
根
森
、
八
柏
、
根
田
谷
地
、
桜
森
の
４
集
落
に
つ
い
て
土
壌
の
状
態
を
記

録
し
た
も
の
。
ま
た
、
田
根
森
村
適
産
調
絵
図
２
枚
は
、
田
根
森
、
八
柏
両

集
落
の
地
図
を
土
壌
分
類
ご
と
に
色
分
け
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
の
お
よ
そ
１
０
０
年
間
の
、
大
雄

田
村
地
域
お
よ
び
周
辺
の
村
々
に
お
け
る
通
史
的
な
記
録
で
、
近
世
史
解
明

の
た
め
の
重
要
資
料
で
あ
る
。
55
年
間
分

44
冊
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
47

年
分
35
冊
が
個
人
所
有
、
９
年
分
９
冊
は

秋
田
県
公
文
書
館
で
所
有
し
て
い
る
。
著

者
に
つ
い
て
は
、
田
村
郷
の
代
々
の
肝
煎

（
庄
屋
）
と
さ
れ
、
代
替
わ
り
の
た
び
に

引
き
継
が
れ
、
明
治
３
年
、
最
後
の
肝
煎

で
あ
っ
た
鈴
木
与
治
右
衛
門
の
手
に
渡
り
、

今
日
に
伝
え
ら
れ
た
。
内
容
は
藩
お
よ
び

出
先
機
関
か
ら
の
通
達
、
村
か
ら
の
願
書

な
ど
公
的
な
意
味
合
い
が
強
く
、
欠
年
は

あ
る
も
の
の
、
１
０
０
年
に
渡
っ
て
存
在

し
て
い
る
こ
と
自
体
が
ま
れ
で
あ
り
貴
重

と
い
え
る
。

　

羽
後
交
通
横
荘
線
で
使
用
さ

れ
て
い
た
備
品
な
ど
の
一
括
資

料
。
横
荘
線
は
横
手
盆
地
の
中

央
を
走
っ
て
い
た
鉄
道
路
線
で
、

大
正
７
年
８
月
に
横
手
‐
沼
館

間
15
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
営

業
を
開
始
し
た
が
、
昭
和
恐
慌

や
戦
争
な
ど
の
影
響
も
あ
り
本

荘
ま
で
の
路
線
拡
張
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
バ
ス
や

自
家
用
車
の
普
及
に
よ
る
交
通

事
情
の
変
化
も
あ
っ
て
、
昭
和

46
年
７
月
に
廃
止
。
線
路
の
撤

去
と
と
も
に
、
当
時
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
用
品
に
つ
い
て
は
多
く
が
廃
棄

さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
雄
物
川
郷
土
資
料
館
等
で
73
点
が
一
括
し
て
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
と
い
え
る
。

が
ね

う
す

や

し
ょ
う

り

き

の

す
け

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

information
市からのお知らせ 政情報便行
無料法律相談の開設場所が変わります 　市民主体の活動を応援します 

「みんなが主役のまちづくり活動補助金」受付開始

水道利用についてお知らせ

　 

　毎月第３水曜日に横手地域局で開設していた無料法律
相談が、４月から市役所本庁南庁舎で行われることにな
りました。受付窓口は市総務企画部総務課（本庁南庁舎
内）で、弁護士がご相談にお答えします。なお、相談で
きる人数に制限がありますので、希望される方は必ずご
予約ください。
◆開設時間　　　毎月第３水曜日（13：00～15：00）
　　　　　　　　※相談時間は１人30分
◆申込・問合せ　市総務企画部総務課　35-2161 

◎５月から検針が始まります 
　平鹿・雄物川・十文字・山内・大雄地域では、積雪の
ために冬期間の検針を行うことができませんでした。５
月から検針を開始しますが、軒下などにメーターボック
スがある場合は、積雪のために検針ができない場合があ
ります。検針前に周囲の雪かきなどをしてくださるよう
お願いします。検針ができなかった場合には、５月も暫
定推量で賦課し、６月に精算となります。
◎漏水にご注意ください
　今冬は積雪が多く、昨年に比べて漏水の多いことが予
想されます。検針票に「漏水の疑いがあります」と記載
されていた場合、すべての水道の蛇口をきっちり閉め、
メーターのパイロット（銀色の部分）を確認してください。
その状態でパイロットが回っている場合は漏水と思われ
ますので、横手市指定工事店にご相談ください。

◆問合せ　市上下水道部水道業務課　32-2758、または  
          各地域局地域維持課上下水道担当へ　　　

　　　　　　 

　市では、市民活動を元気づけ、地域の活性化を図るこ
とを目的に、主体的なまちづくり活動をしている皆さん
を「みんなが主役のまちづくり活動補助金」で支援して
います。平成20年度分については、４月から申し込みを
受け付けます。この制度を積極的にご活用いただき、魅
力あるまちづくりにぜひご協力ください。
◆補助対象者
　市内の団体等で、新規の活動や既に取り組んでいる活
　動を拡充しようとする場合に補助金を交付します。
◆補助対象経費
　事業費が20万円以上の事業に要する経費としますが、
　団体等の運営経費、食糧費に相当する経費、その他適
　当でないと認められる経費は、補助対象外となります。
◆補助金額
　①補助率　補助対象経費の２分の１以内
　②限度額　事業１件につき50万円を上限に予算範囲内
　※事業が継続する場合は、事業の自立を促すため、補
　　助金の交付期間を原則３年までとします。
◆補助金の決定方法
　書類審査により、補助金交付の適否および予算の範囲
　内で補助金額を決定します。
◆受付期間
　前期＝４月１日（火）～30日（水） ４月～９月まで実施分
　後期＝８月１日（金）～29日（金） 10月～翌年３月まで実施分
◆申込方法
　市経営企画課、または各地域局地域振興課で配布して
　いる申請用紙に記入して提出してください。要綱、申
　請用紙は市ホームページからもダウンロードできます。
◆問合せ
　市総務企画部経営企画課（本庁南庁舎内）　35-2164 
　ホームページ=http://www.city.yokote.lg.jp　　

市が行う県からの権限委譲事務のお知らせ

　手続きの利便性の向上や迅速化につながる県から市への権限委譲事務について、４月から次の事項が追加になり
ました。県と市の役割を見直し、市が自立的・主体的に個性豊かな地域づくりを展開することで、総合的な行政サ
ービスを直接提供することができるようになります。

　　移譲対象事務 

市町村の設置する保育
所の設置の届出の受理

市町村の設置する幼稚
園の設置廃止等の認可 

農業協同組合等の土地
改良事業の認可等

特定路外駐車場の設置
に係る届出の受理

　　　　　　　　　事　務　の　内　容 
公立保育所の設置・廃止等の届出の受理、報告、立入検査の
実施、設備または運営に関して必要な改善勧告、改善命令等
の事務を行います。

公立幼稚園の認可に関する事務を行います。 

事業認可申請を受理し、審査および専門技術者の報告徴収を
行い、事業適否の決定を通知し、その後、事業計画概要等の
公告縦覧において異議申立等がなければ認可し、公告します。

高齢者、障がい者等の移動の円滑化を図るため、特定路外駐
車場（駐車供用面積が500㎡以上の有料路外駐車場）の設置の
届出および変更届出の受理等の事務を行います。

　　　問合先 
福祉事務所子育て支
援課（大森庁舎内） 
　32－2133

教育総務部教育総務
課（雄物川庁舎内） 
　22－2151

産業経済部農林整備
課（増田庁舎内） 
　45－5511

建設部都市計画課
（十文字庁舎内）
　42－5117

区　分 

子  育  て

農林水産業

まちづくり
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福祉医療費の受給と助成についてお知らせ　 

◎福祉医療費の受給対象が変わります 
　後期高齢者医療制度の開始により、福祉医療費の受給対象（高齢身体障害者・重度心身障害（児）者）が次のよ
うに変更になります。変更後、新たに受給対象となる方には、申請案内の通知を送付していますが、通知がない
場合でも該当すると思われる方は下記へお問い合わせください。 

◎乳幼児の福祉医療費助成を受けていた方へ 
　就学前のの乳幼児を対象とした福祉医療費の助成を 
受けていた方のうち、ひとり親家庭の方は４月以降も 
助成を受けることができます。所得の制限基準などが 
ありますが、該当すると思われる方は左記へお問い合 
わせください。

○65歳以上で身体障害者手帳４～６
　級を持っている方（本人・配偶者 
　・扶養義務者の所得制限あり）
○社会保険加入者本人は対象外

○65歳以上で身体障害者手帳４～６級を持っている方
　（本人・配偶者・扶養義務者の所得制限あり）
○社会保険加入者本人は対象外ですが、３月31日まで
　社会保険加入者本人で、４月から後期高齢者医療制
　度へ加入する方は４月１日から対象となります

○身体障害者手帳１～３級を持っている方、または療
　育手帳Ａを持っている方
○社会保険加入者本人については、本人・配偶者・扶
　養義務者の所得制限がありますが、３月31日まで社
　会保険加入者本人で、４月１日から後期高齢者医療
　制度へ加入する場合は、所得制限がなくなり、該当
　になります

○身体障害者手帳１～３級を持って
　いる方、または療育手帳Ａを持っ
　ている方 
○社会保険加入者本人の場合は、本
　人・配偶者・扶養義務者の所得制
　限あり

重
度
心
身
障
害（
児
）者

受給対象（変更前） 受給対象（変更後）

高
齢
身
体
障
害
者

◆詳しくは、市福祉環境部国保市民課（大雄庁舎内）
　　35-2186、または各地域局へお問い合わせください。
　　　横　手　　32-2703　　増　田　　45-5513 
　　　平　鹿　　24-1113　　雄物川　　22-2156 
　　　大　森　　26-2115　　十文字　　42-5114 
　　　山　内　　53-2932　　大　雄　　52-3904

→

→

横手市民活動情報サイト～４月から運営開始～ をご活用ください！横手市民活動情報サイト～４月から運営開始～ をご活用ください！

information
市からのお知らせ 政情報便行

　市では、市民活動団体が様々な活動をインターネット上で情
報発信や収集できるホームページ、「横手市民活動情報サイト」
を開設しました。このサイトに登録すると自分たちのイベント
紹介やお知らせ、活動報告や参加者の募集などをいつでも行う
ことができます。また、市民の皆さんもインターネットを通し
て、これらの市民活動団体が掲載した情報を閲覧したり、イベ
　　　　　　　　　　　　　　ントへの参加申し込みや公共施
　　　　　　　　　　　　　　設の空き状況の確認ができます。 
　　　　　　　　　　　　　　　今年３月には、サイトの登録
　　　　　　　　　　　　　　説明会と操作研修が行われ、現
　　　　　　　　　　　　　　在、10 0を超える団体が登録中
　　　　　　　　　　　　　　です。団体登録をするためには
　　　　　　　　　　　　　　申し込みが必要ですので、詳し
　　　　　　　　　　　　　　くはお問い合わせください。 
　　　　 
　　　◆ホームページ=http://yokote.genki365.net/ 　　　　        
      ◆問合せ　市総務企画部情報政策課　35-2166 
　　　　　　　　男女共同参画・市民協働推進室　35-2158

市役所南庁舎内で行われた登録説明会

「横手市民活動情報サイト」トップページ

主
な
仕
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
長
で
す

市長の動静
（２月中旬～３月中旬）

横
手
市
長
　

五
十
嵐 

忠
悦

＜健康の駅推進室と地域包括支援センターが　
３拠点体制となります！＞健康だより

福祉環境部健康の駅推進室

市長の健康づくりプロジェクト ～ 今月の測定データ ～

実施前（H19/4）

今  回（3/11）

増　　減

体重

87.8㎏

83.8㎏

-4.0㎏

体脂肪

31.4％

28.9％

-2.5％

平均歩数

4,580歩

6,311歩

+1,731歩

「雪をうたう」俳句大会表彰式にて

　３５－２１２７

○
２
／
21
…
石
川
好
先
生
と
面
会
（
東
京
都
）

　

東
京
出
張
の
際
、
秋
田
美
術
工
芸
短
期
大
学

の
前
学
長
で
、
現
在
は
新
日
中
二
十
一
世
紀
委

員
会
委
員
を
務
め
る
作
家
・
石
川
好
先
生
と
お

会
い
す
る
機
会
を
得
た
。
先
生
に
は
何
度
か
横

手
で
講
演
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
回
は
地
元

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
の
重
要
性
や
農
産
物

輸
出
の
可
能
性
、
昨
今
の
海
外
事
情
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
国
内
外
に
も
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お
持
ち
の
方
で
あ
り
、
今
後

も
横
手
の
観
光
振
興
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
た
。

○
３
／
９
…「
雪
を
う
た
う
」俳
句
大
会
表
彰
式

な
ら
び
に
10
周
年
記
念
講
演
会（
か
ま
く
ら
館
）

　

「
雪
と
仲
良
く
暮
ら
す
条
例
」
と
い
う
全
国

で
も
珍
し
い
条
例
の
あ
る
横
手
市
。
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
は
あ
る
が
、
う
ま
く
折
り
合
い
を
つ
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ

ん
な
中
、
雪
を
題
材
と
し
た
こ
の
俳
句
大
会
が

地
域
の
文
化
の
一
つ
と
し
て
根
付
い
て
い
る
こ

と
は
大
変
心
強
い
こ
と
で
あ
る
。
１
回
目
か
ら

の
選
者
で
あ
る
中
原
道
夫
先
生
、
黒
田
杏
子
先

生
に
も
念
願
か
な
っ
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
を
機
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
盛
り
上
が
り

に
期
待
し
た
い
。

○
３
／
14
…
銀
嶺
食
品
工
業
㈱
（
福
島
市
）
大

橋
社
長
講
演
会
（
か
ま
く
ら
館
）

　

日
本
の
風
土
、
日
本
人
の
嗜
好
に
マ
ッ
チ
し

た
「
地
パ
ン
」
の
製
造
、
販
売
を
手
掛
け
る
大

橋
社
長
に
よ
る
講
演
会
。
地
域
の
特
産
品
や
雑

穀
類
を
使
っ
た
り
と
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

発
想
で
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、
支
持
を
得
て

い
る
方
で
あ
る
。
氏
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、

血
友
病
と
の
闘
い
、
左
足
切
断
と
い
う
ハ
ン
デ

ィ
を
抱
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
も
の
と
も
し
な

い
前
向
き
で
明
る
い
性
格
、
も
の
づ
く
り
に
懸

け
る
情
熱
だ
。
お
話
に
よ
る
と
、
横
手
に
も
素

晴
ら
し
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
中
で
も
い

ぶ
り
が
っ
こ
や
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
、
米
粉
、
甘

酒
な
ど
は
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
の
こ
と
。

「
地
場
の

農
産
品
と

パ
ン
と
の

組
合
せ
、

横
手
な
ら

で
は
と
い

わ
れ
る
パ

ン
が
あ
っ

て
し
か
る

べ
き
」
氏

の
話
を
聞

き
な
が
ら
、

そ
う
考
え

た
。

　市民の健康づくりと介護予防等を担当する健康の
駅推進室と地域包括支援センター。平成20年度から
は、市東部、西部、南部の３か所に拠点を整備し、
地域の皆さんの身近な場所でサービスを提供してま
いります。また、医療・保健・福祉・介護・運動な
どの専門職員が、それぞれの専門性を発揮しながら
互いに連携を図り、より効果的な支援を提供してま
いります。　　（※詳細は同時配布のチラシをご覧ください）

東部事務所
ひまわり社内（横山町）
トレーニングセンター
すこやか横手内（横山町）

西部事務所
高齢者等保健福祉センター（大森町字菅生田）
トレーニングセンター
南部シルバーエリア内（大森町字菅生田）

南部事務所
十文字西出張所（十文字町植田字一ト市）
トレーニングセンター
十文字西出張所（十文字町植田字一ト市）

よ
し
み
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情報～information～

南部エリア　イベントのご案内
【平成20年度活き活き学園　受講生を募集中!!】
　南部エリアでは、陶芸や書道、太極拳、水中運動など、
創作や趣味活動、健康づくりに20種以上の教室を開催し
ています。お気軽にお問い合わせください。
【かまくら押し花倶楽部　春の押し花・花絵展】
●期間／４月29日（火）まで　●場所／ミニミニギャラリ
ー　●入場料／無料
【料理教室　トラ皮の太巻き寿司・赤飯巻き】
●日時／４月26日（土）午前10時　●場所／調理室　●参
加費／800円　●定員／20名 ●申込締切／４月20日（日）
●申込み・問合せ／南部エリア 　26－3880

第21回横手凧揚げ大会『自然との対話－風と遊ぼう』
　参加は無料でどなたでも参加いただけます。凧のない
方には和紙の手作り凧を販売しています。
●日時／４月13日（日）午前８時30分受付　●場所／グリ
ーンスタジアムよこて駐車場　●問合せ／横手凧の会　
木島さん 　32－0706

日本舞踊五條流第16回光舞会
●日時／４月６日（日）正午開演　●場所／横手市民会館
ホール ●入場料／1,000円 ●問合せ／五條光代さん 　
32－1850

琴城流大正琴生涯学習フェスティバル　大正琴演奏会
●日時／４月13日（日）正午開演　●場所／横手市民会館
ホール ●入場料／1,000円 ●問合せ／カシワヤ楽器 　
32－2130

歌の好きな人集まれ!!　思いっきり歌声喫茶
　『花』や『さくら』など20曲以上を予定。
●日時／４月10日（木）午後７時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町） ●参加費／1,000円（軽食付）　●問
合せ／レストラン煉瓦屋 　33－2811

ナンの館　月例市民将棋大会
●日時／４月６日（日）午前10時　●場所／軽食喫茶ナン
の館（十文字町梨木）　●会費／1,000円（昼食付） ●
問合せ／佐藤さん 　090－3365－2720

横手ばら会　栽培技術講習会（春花の手入れ）
●日時／４月６日（日）午前９時30分　●場所／横手南中
学校ばら花壇　●参加費／無料　●持ち物／せん定ばさ
み、軍手　●問合せ／横手ばら会 藤本さん 　32－6177

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

平
成
　

年
度
の
土
地
・
家
屋
評
価

額
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、
市

内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
記
載

し
た
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
縦
覧
期
間
中
は
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
自
分
の
資
産
の
評
価
額
や
課
税
標

準
額
を
無
料
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ご
覧
い
た
だ
く
際
は
、
申
請
者
の

身
分
を
確
認
す
る
た
め
の
身
分
証
明

書（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
／
５
月
30
日（
金
）ま
で

　

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分

◆
縦
覧
場
所
／
市
財
務
部
資
産
税
課

　

（
横
手
庁
舎
２
階
）

◆
閲
覧
場
所
／
縦
覧
場
所
と
同
じ
、

　

ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

◆
問
合
せ
／
市
財
務
部
資
産
税
課
　

　

３
２
‐
２
７
６
７

高
齢
者
入
浴
券
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
を
支
給
し
ま
す

　

４
月
１
日（
火
）か
ら
各
地
域
局
福

祉
担
当
課
に
て
、
平
成
20
年
度
の
高

齢
者
入
浴
券
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
を
支
給
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
と
本
人
確
認

の
た
め
の
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許

証
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
入
浴
券
】

◆
対
象
／
昭
和
13
年
４
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
方

◆
支
給
枚
数
／
年
間
６
枚
（
１
枚
あ

　

た
り
の
上
限
４
０
０
円
、
温
泉
施

　

設
を
利
用
す
る
場
合
の
入
湯
税
１

　

０
０
円
は
別
途
負
担
）

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
】

◆
対
象
／
昭
和
18
年
４
月
１
日
以
前

　

に
生
ま
れ
た
方
（
一
部
地
域
に
経

　

過
措
置
あ
り
）

◆
支
給
枚
数
／
年
間
12
枚
（
１
枚
あ

　

た
り
の
上
限
１
，
０
０
０
円
）

◆
問
合
せ
／
各
地
域
局
福
祉
担
当
課
、

　

ま
た
は
市
福
祉
環
境
部
高
齢
ふ
れ

　

あ
い
課
　

３
５
‐
２
１
３
４

出
稼
ぎ
求
職
者
の
雇
用
保
険
を
受

け
付
け
し
ま
す

　

出
稼
ぎ
求
職
者
の
雇
用
保
険
の
受

付
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
な
お
、

平
成
19
年
10
月
の
雇
用
保
険
法
改
正

に
よ
り
、
特
例
一
時
金
の
給
付
日
数

は
40
日
分
と
な
り
ま
し
た
。

◆
持
ち
物
／
離
職
票
‐
１
・
２
、
印

　

鑑
、
通
帳
（
離
職
票
‐
１
に
口
座

　

番
号
の
印
字
が
な
い
方
）
、
運
転

　

免
許
証
な
ど
氏
名
や
住
所
が
確
認

　

で
き
る
も
の
（
初
め
て
の
方
）
、

　

求
職
票
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
こ
て
】

◆
対
象
／
増
田
地
域
住
民
以
外
の
方

◆
受
付
日
時
／
平
日
随
時

◆
問
合
せ
／
　

３
２
‐
１
１
６
５

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
】

◆
対
象
／
増
田
地
域
住
民
の
方

◆
受
付
日
時
／
４
月
７
日（
月
）〜
５

　

月
９
日（
金
）は
水
曜
日
を
除
く
平

　

日
の
午
後
２
時
か
ら
（
こ
の
期
間

　

以
外
は
平
日
の
午
前
10
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
）

◆
問
合
せ
／
　

０
１
８
３
‐
７
３
‐

　

６
１
１
７

４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
一
部

支
給
停
止
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
15
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
り
、

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
か
ら
５
年
が

経
過
す
る
と
、
支
給
額
の
一
部
が
停

止
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
該

当
す
る
方
は
そ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
証
明
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
手
当
額
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
『
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
に
関
す
る
重
要
な
お
知

ら
せ
』
を
通
知
し
ま
す
の
で
、
必
要

書
類
を
添
え
て
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
①
仕
事
を
し
て
い
る
方
、 　

②
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
③
障

　

が
い
を
お
持
ち
で
働
く
こ
と
が
で

　

き
な
い
方
、
④
病
気
や
け
が
な
ど

　

で
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
、
⑤

　

家
族
の
看
護
や
介
護
が
必
要
な
た

　

め
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
事
務
所
子
育
て

　

支
援
課
児
童
家
庭
担
当
　

３
５
‐

　

２
１
３
３
、
ま
た
は
各
地
域
局
福

　

祉
担
当
課

秋
田
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
14
日（
月
）か
ら
横
手
支
局
管

轄
の
不
動
産
・
商
業
・
法
人
登
記
の

申
請
と
登
記
事
項
証
明
書
等
の
請
求

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求
し

た
場
合
、
手
数
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
法
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

シ
ス
テ
ム
の
ペ
ー
ジ
（http://

shinsei.moj.go.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、書
面
に
よ
る
申
請
・

届
出
は
従
来
ど
お
り
窓
口
で
も
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
法
務
局
　

０

　

１
８
‐
８
６
２
‐
６
５
３
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
　

年
度
春
募
集
の
お
知
ら
せ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
で

は
、
開
発
途
上
国
で
技
術
援
助
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／【
青
年
海
外
協
力
隊
】 　

満
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
日
本
国

　

籍
を
持
つ
方
、
【
シ
ニ
ア
海
外
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
】
満
40
歳
か
ら
69
歳

　

ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方

◆
募
集
期
間
／
４
月
８
日（
火
）〜
５

　

月
23
日（
金
）

◆
募
集
説
明
会
／
【
青
年
海
外
協
力

　

隊
】
４
月
24
日（
木
）午
後
６
時
30

　

分
〜
８
時
30
分
、
５
月
11
日（
日
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
、
秋
田
県
社
会

　

福
祉
会
館
、
【
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
】
５
月
11
日（
日
）午
前

　

10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、
秋

　

田
県
社
会
福
祉
会
館

◆
問
合
せ
／
独
立
行
政
法
人
国
際
協

　

力
機
構
東
北
支
部
秋
田
デ
ス
ク
　

　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
１
１
８
１

お
勤
め
の
方
を
対
象
と
し
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◆
講
習
内
容
・
開
催
日
／

　

○
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ（
プ
ロ
グ
ラ

　
　

ミ
ン
グ
）講
習
（
定
員
10
名
）
４

　
　

月
15
日（
火
）〜
17
日（
木
）

　

○
１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

　
　

学
科
試
験
準
備
講
習
（
定
員
10

　
　

名
）
４
月
15
日（
火
）〜
18
日（
金
）

　

○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
（
定
員
10

　
　

名
）
４
月
24
日（
木
）・
25
日（
金
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

　

別
途
）

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校
民
間

　

訓
練
支
援
室
　

０
１
８
７
‐
６
２

　

‐
６
３
２
１

あ
き
た
子
育
て
緊
急
サ
ポ
ー
ト
研

修
会
受
講
者
を
募
集

　

子
供
の
病
後
や
緊
急
時
の
保
育
支

援
を
行
う
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
養
成

す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
研
修
日
／
５
月
８
日（
木
）・
９
日

　

（
金
）・
14
日（
水
）・
16
日（
金
）の

　

全
４
日
間

◆
場
所
／
大
雄
地
域
局
団
地
セ
ン
タ

　

ー
３
階

◆
対
象
／
①
子
育
て
に
関
す
る
基
礎

　

的
な
知
識
を
持
ち
、
子
育
て
経
験

　

が
あ
る
方
、
②
保
健
師
・
看
護
師
・

　

保
育
士
な
ど
の
資
格
が
あ
る
方

◆
定
員
／
50
名
程
度
（
受
講
無
料
）

◆
申
込
締
切
／
４
月
25
日（
金
）

◆
申
込
み
／
あ
き
た
子
育
て
緊
急
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

０
１
８
‐
８

　

９
６
‐
５
５
２
３
（
託
児
を
希
望

　

す
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

建
設
業
者
、宅
建
業
者
の
皆
さ
ん
へ

（
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
）

　

新
築
住
宅
の
発
注
者
や
買
主
の
保

護
を
目
的
に
、
請
負
人
や
売
主
に
は
、

保
険
へ
の
加
入
ま
た
は
保
証
金
の
供

託
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
来
年
10

月
１
日
以
降
に
引
き
渡
さ
れ
る
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
特
に
保
険

は
工
事
中
に
検
査
を
行
う
た
め
着
工

前
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
建
築
住
宅
課

　
　

３
５
‐
２
２
２
４

大
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
募
集

　

大
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
は

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
会
員
に
よ
る

月
例
大
会
や
利
用
し
た
ポ
イ
ン
ト
に

よ
る
特
典
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間
／
４
月
13
日（
日
）ま
で

◆
受
付
場
所
／
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
れ
あ

　

い
（
大
森
リ
ゾ
ー
ト
村
内
）

◆
会
員
登
録
料
／
１
，
０
０
０
円

◆
問
合
せ
／
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
れ
あ
い

　
　

２
６
‐
２
６
０
１

『
あ
き
た
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
』を
募
集

　

秋
田
大
学
や
国
際
教
養
大
学
な
ど

に
通
う
留
学
生
の
、
第
二
の
家
族
に

な
り
ま
せ
ん
か
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
留
学
生
の
都
合
に
合
わ
せ
て
自

由
な
交
流
が
で
き
ま
す
。

◆
交
流
期
間
／
４
月
か
ら
１
年
間

◆
応
募
条
件
／
①
無
償
で
協
力
で
き

　

る
方
、
②
２
人
以
上
の
世
帯
の
方
、

　

③
留
学
生
の
居
住
地
ま
で
送
迎
で

　

き
る
方

◆
申
込
期
限
／
４
月
25
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
国
際
交
流
協
会

　
　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
１
１
８
１

idobata  plaza
どばたプラザい

Information

情
報

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

市
報
よ
こ
て
３
月
１
日
号
の
内
容
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

◆
12
ペ
ー
ジ
３
段
目
の
秀
逸
、
幼
小
部
門
、

守
屋
一
樹
さ
ん
と
黒
沢
慧
さ
ん
の
学
校
名

「
十
文
字
第
一
小
」は「
十
文
字
第
二
小
」の

誤
り
で
し
た
。

20

20

か

し

り

こ
う



市報よこて33 市報よこて 32

小原　直矢さん
　（20歳・増田）

田代　信子さん
　（50歳・山内）

　

（
有
）ダ
ス
キ
ン
よ
ね
や
に
勤
務
す
る
直
矢
さ

ん
。
大
き
な
身
体
と
優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
な

青
年
で
す
。
職
場
で
は
、
営
業
や
モ
ッ
プ
交
換

な
ど
、
事
業
所
訪
問
を
主
に
担
当
。
「
予
約
な

し
で
訪
問
す
る
、
飛
び
込
み
営
業
は
勇
気
が
要

り
ま
す
が
、
親
し
く
な
っ
た
お
客
様
と
の
交
流

が
楽
し
い
で
す
。
日
常
生
活
の
お
役
に
立
て
る

仕
事
な
の
で
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

◆
自
分
の
性
格
に
つ
い
て 

　

せ
っ
か
ち
で
す
ね
。
こ
だ
わ
り
の
強
い
と
こ

　

ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

◆
目
標
は
？

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
か
な（
笑
）。
目
指
せ
マ
イ
ナ
ス

　

20
㎏
！
　

彼
女
も
募
集
中
で
す
。

前田綱引愛好会

平塚　三郎さん（74歳）
　　　泰子さん（71歳）

（平鹿）

　

信
子
さ
ん
は
、
諏
訪
湖
近
く
の

長
野
県
諏
訪
市
出
身
。
学
生
時
代

の
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
夫
の
博
さ
ん

と
出
会
い
、
結
婚
後
、
山
内
地
区

に
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

「
故
郷
は
諏
訪
大
社
な
ど
が
あ
る

観
光
地
で
、
温
泉
地
で
も
あ
り
ま

す
。
な
の
で
、
山
内
の
温
泉
を
見

て
、
ほ
っ
と
安
心
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
」
と
語
る
信
子
さ
ん
。 

　

当
初
は
、
方
言
や
環
境
の
違
い

な
ど
に
不
安
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
優
し
く
し

て
い
た
だ
い
て
、
気
付
け
ば
も
う

24
年
目
。
今
で
は
第
二
の
故
郷
で

す
」
と
、
静
か
に
微
笑
み
ま
す
。 

　

現
在
は
地
元
の
農
協
に
勤
め
、

留
学
生
と
の
交
流
活
動
に
も
参
加

し
て
い
る
信
子
さ
ん
。
「
私
の
モ

ッ
ト
ー
は『
一
期
一
会
』な
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会

い
、
良
い
交
流
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
出
会
い
を

大
切
に
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
人

と
人
の
繋
が
り
を
大
切
に
い
き
た

い
ん
で
す
」
と
、
率
直
に
語
る
姿

が
印
象
的
で
す
。 

　

最
後
に
、
「
今
一
番
の
楽
し
み

は
？
」
と
の
問
い
に
「
市
内
で
暮

ら
す
孫
と
休
日
に
会
う
こ
と
」
と

一
言
。
幸
せ
に
満
ち
た
、
と
び
っ

き
り
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

平
塚
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
地
元
の

青
年
会
で
出
会
い
、
昭
和
33
年
４

月
に
結
婚
。
た
っ
た
一
度
だ
け
し

た
と
い
う
デ
ー
ト
で
は
、
２
人
で

映
画
を
観
に
行
か
れ
た
そ
う
で
す
。

「
駅
の
改
札
口
で
主
人
が
出
迎
え

て
く
れ
て
ね
。
映
画
も
素
敵
で
し

た
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

す
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
す
泰
子

さ
ん
。
思
い
出
話
が
つ
き
な
い
お

二
人
か
ら
、
夫
婦
と
し
て
の
歴
史

の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

結
婚
後
は
、
専
業
農
家
と
し
て

米
や
果
樹
づ
く
り
に
励
ん
で
こ
ら

れ
た
お
二
人
。
現
在
は
、
お
孫
さ

ん
の
成
長
を
楽
し
み
に
暮
ら
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

　

夫
婦
円
満
の
秘
訣
に
つ
い
て
は

「
何
年
た
っ
て
も
互
い
へ
の
配
慮

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大

事
な
の
で
は
。
家
に
は
何
も
自
慢

す
る
も
の
は
な
い
が
、
う
ち
の
母

さ
ん
が
私
の
宝
だ
よ
」
と
語
る
三

郎
さ
ん
。
そ
の
言
葉
の
温
か
さ
に

思
わ
ず
胸
を
う
た
れ
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
お
身
体
を
大
事
に
、
そ
し

て
二
人
の
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

長野県
諏訪市

■面積　109.91k㎡
■人口　52,671人
■世帯　20,884世帯

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

を
リ
レ
ー
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
小
原
さ
ん
は
、

前
回
の
山
田
さ
ん
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
。

健
康
と
心
の
気
遣
い
を
大
切
に  　

富山県

岐阜県

愛知県 静岡県

山梨県

群馬県

　前田綱引愛好会は、昭和60年に発足。毎
週火・木・土曜日の午後７時から保呂羽小
学校体育館で綱引きの練習に励んでいます。
　会の発足となったきっかけは、テレビで
見た綱引き大会。「これならテレビに映れ
るぞ！」とお祭り感覚で参加し、見事惨敗。
しかし、これを機に綱引きの魅力に夢中に
なり、今では全県優勝や全国大会への出場
を果たす強豪チームになりました。 
　綱引きの魅力について「誰でも知ってい
る競技でありながら、複雑なルールや高度
な技、チーム同士の駆け引きなどが凝縮さ
れた究極のスポーツ」と、熱く語る皆さん。
現在は会員12人となり、メンバーを募集中
とのこと。「私たちと一緒に綱引きで全国
制覇を目指しましょう！」と、力強いメッ
セージを伝えてくれました。 
◆問合せ　佐々木さん　26-4073

たい

なお や

綱引サークル（大森）長野県



４月６日（日） 湊クリニック　　  横手町 　35-1008
４月13日（日） こはま泌尿器科クリニック 杉　沢 　35-2666
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療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　４月２・９・16日（水）
　診療時間　14:00～15:30
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　４月９・16日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　４月14日（月）
　診療時間　13:30～14:30

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　4月1・20日
増田図書館　　4月1・7・14日
平鹿図書館　　4月7・14日
雄物川図書館　4月7・14日
大森図書館　　4月7・14日
十文字図書館　4月7・14日
山内図書館　　4月5・6・12・13日
大雄図書館　　4月7・14日
雄物川資料館　4月7・14日
ゆっぷる　　　4月16日
えがおの丘　　4月7・14日
三吉山荘　　　4月8・15日
大森健康温泉　4月7・14日
ゆとりおん大雄　4月3・17日
南部エリア　　4月7・14日
健康の駅トレーニングセンター　
　　　　　　　4月2・9・16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　4月7・14日

談相
【横手地域】
無料法律相談
　日　時　４月２日（水）　10：00～15：00（要予約）
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
無料法律相談
　日　時　４月16日（水）　13：00～15：00（要予約）
　場所・問合せ　市総務企画部総務課（南庁舎内）　35-2161
心配ごと相談所
　日　時　４月３・17日（木）　９：30～12：00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　４月11日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　増田福祉センター
心配ごと相談
　日　時　４月10日（木）　９:30～12:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　４月２・16日（水）　９:30～12:00
無料法律相談
　日　時　４月７日（月）　10:00～12:00
　※４月４日(金)までに申込みが必要です。
　　横手市社会福祉協議会平鹿福祉センター　24-3283
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　４月９日（月）　９：30～12：00
【大森地域】
心配ごと相談所　■場所　大森コミュニティーセンター
　日　時　４月８日（火）　９：30～12：00
健康相談・栄養教室　■場所　大森健康温泉
　日　時　４月17日（木）　10：00～11：00
　問合せ　大森地域局市民福祉課　26-4030
無料法律相談　■場所　大森コミュニティーセンター
　日　時　４月18日（金）　10:00～12:00
　※４月16日(水)までに申込みが必要です。
　　横手市社会福祉協議会大森福祉センター　26-3274
【十文字地域】
心配ごと相談所　■場所　幸福会館
　日　時　４月４日（金）　９:30～12:00
【山内地域】　■場所　山内福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　４月15日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　大雄福祉センター
心配ごと相談
　日　時　４月11日（金）　９:30～12:00

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

【横手地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成19年11月生まれ）
　日　時　４月９日（水）　受付12：30～13：30
12か月児健康相談（平成19年３月生まれ）
　日　時　４月７日（月）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年９月生まれ）
　日　時　４月10日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年10月生まれ）
　日　時　４月８日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年９月生まれ）
　日　時　４月11日（金）　受付12：30～13：30
ポリオ予防接種
　日　時　４月14日（月）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者　平成19年８月生まれ
　　２回目対象者　平成19年２月生まれ
　日　時　４月15日（火）　受付13：00～13：45
　　１回目対象者　平成19年９月生まれ
　　２回目対象者　平成19年３月生まれ
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
２歳児親子歯科健診（平成17年９月～10月生まれ）
　日　時　４月４日（金）　受付12：40～12：50
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成19年11月生まれ）
　日　時　４月４日（金）　受付12：50～13：10
７か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　４月４日（金）　受付12：50～13：10
12か月児健康相談（平成19年２月～３月生まれ）
　日　時　４月10日（木）　受付９：30～10：00
２歳児歯科健診（平成17年９月～10月生まれ）
　日　時　４月７日（月）　受付12：50～13：10
ポリオ予防接種（２回目対象者　平成19年５月～６月生まれ）
　日　時　４月16日（水）　受付13：00～13：20
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
　　　　　　　（12か月児健康相談は大雄福祉センター）
４か月児健診（平成19年11月生まれ）
　日　時　４月３日（木）　受付12：40～12：45
７か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　４月３日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成19年３月生まれ）
　日　時　４月11日（金）　受付10：00～10：30
１歳６か月児健診（平成18年８月～９月生まれ）
　日　時　４月４日（金）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　（12か月児健康相談は大雄福祉センター）
４か月児健診（平成19年11月生まれ）
　日　時　４月７日（月）　受付12：00～12：15
７か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　４月７日（月）　受付12：00～12：30
12か月児健康相談（平成19年３月生まれ）
　日　時　４月11日（金）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年８月～９月生まれ）
　日　時　４月９日（水）　受付12：00～12：30
３歳児健診（平成16年８月～９月生まれ）
　日　時　４月９日（水）　受付12：00～12：30
【十文字地域】　■場所　幸福会館
４か月児健診（平成19年11月生まれ）
　日　時　４月３日（木）　受付12：50～13：20
７か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　４月２日（水）　受付12：50～13：20
10か月児健診（平成19年５月生まれ）
　日　時　４月２日（水）　受付12：50～13：20
12か月児健康相談（平成19年３月生まれ）
　日　時　４月３日（木）　受付９：30～９：50
１歳６か月児健診（平成18年８月～９月生まれ）
　日　時　４月17日（木）　受付12：50～13：30
３歳児健診（平成16年８月～９月生まれ）
　日　時　４月16日（水）　受付12：50～13：30
【山内地域】　■場所　横手保健センター
　　　　　　（ポリオ予防接種は山内公民館）
４か月児健診（平成19年11月生まれ）
　日　時　４月９日（水）　受付12：30～13：30
12か月児健康相談（平成19年３月生まれ）
　日　時　４月７日（月）　受付９：30～10：30

１歳６か月児健診（平成18年９月生まれ）
　日　時　４月10日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年10月生まれ）
　日　時　４月８日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年９月生まれ）
　日　時　４月11日（金）　受付12：30～13：30
ポリオ予防接種
　日　時　４月16日（水）　受付13：00～13：30
【大雄地域】　■場所　大雄地域福祉センター
４か月児健診（平成19年11月生まれ）
　日　時　４月２日（水）　受付13：00～13：15
７か月児健診（平成19年８月生まれ）
　日　時　４月２日（水）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成19年３月生まれ）
　日　時　４月11日（金）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年９月～10月生まれ）
　日　時　４月16日（水）　受付12：00～12：15
３歳児健診（平成16年９月～10月生まれ）
　日　時　４月16日（水）　受付12：00～12：15

血日程献
実施時間

10:00～11:00

11:15～12:15

13:30～14:45

15:00～16:00

10:00～11:30

13:00～14:15

14:30～15:10 

15:30～16:30

10:00～11:00

12:00～13:00

13:30～14:30 

15:00～16:00

月　日 地　域

４月10日（木）平　鹿 全　血

４月７日（月）横　手 全　血

４月16日（水）増　田 全　血

種　類献血実施場所

西東北日野自動車（株）横手支店

市役所 南庁舎

平鹿農業共済組合

（株）大和組

秋田サンダイヤ（株）

（株）東翔

（株）サントップ

みちのくコカコーラボトリング（株）・（株）モードアビリエ

（株）増田サントップ

ＪＵＫＩ吉野工業（株）

りんごの里　福寿園

（株）クツザワ

日当番医休
日曜夜間小児救急外来
　平鹿総合病院　32-5124　 
　【受付18:00～21:00、診療18:30～21:30】　
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か
ま
く
ら
は
誘
わ
れ
る
行
事

「
Ｍ
・
Ｔ
」
さ
ん

（
68
歳
／
雄
物
川
）

　

か
ま
く
ら
で
、
あ
ま
酒
と
手
料
理
で
接

待
す
る
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
か
ま
く
ら
に
入
っ
て
「
ま
ぁ
あ
っ
た

か
い
！
あ
ま
酒
、
美
味
し
い
！
」
。
い
ぶ

り
が
っ
こ
と
豆
腐
カ
ス
テ
ラ
の
接
待
で
話

が
は
ず
み
、
短
い
お
付
き
合
い
な
が
ら
心

が
通
じ
合
い
、
心
温
ま
る
一
刻
で
し
た
。

遠
く
は
広
島
の
ご
家
族
、
山
梨
、
栃
木
、

山
形
、
北
上
の
方
々
、
か
ま
く
ら
に
入
っ

て
み
た
い
と
い
う
長
年
の
夢
が
叶
っ
た
と

喜
ん
で
帰
ら
れ
た
地
元
の
方
も
い
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
あ
る
行
事
を
大
切
に
し
た
い
と

切
に
思
い
ま
し
た
。

な
つ
か
し
か
っ
た
!!

「
あ
や
ち
ゃ
ん
の
バ
ー
バ
」
さ
ん

（
60
歳
／
大
雄
）

　

横
手
生
ま
れ
な
の
に
、
何
年
か
ぶ
り
に

「
ぼ
ん
で
ん
」
「
か
ま
く
ら
」
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
夜
の
「
か
ま
く
ら
」
羽
黒
町

の
夜
景
は
墨
絵
の
よ
う
で
、
と
て
も
心
ひ

か
れ
ま
し
た
。
横
手
に
も
こ
ん
な
美
し
い

所
が
あ
っ
た
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

雪
が
消
え
た
ら
春
の
羽
黒
町
を
見
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
甘
酒
も
横
手
や
き

そ
ば
も
美
味
、
芋
あ
げ
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。

あ
な
た
を
見
て
私
も
頑
張
れ
る

「
も
の
ず
き
母
ち
ゃ
ん
」
さ
ん

（
62
歳
／
大
森
）

　

毎
年
春
に
な
る
と
、
わ
が
家
の
玄
関
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
割
れ
目
か
ら
赤
ジ
ソ
、

青
ジ
ソ
、
ホ
オ
ズ
キ
な
ど
こ
ん
な
に
頑
張

っ
て
い
る
ん
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
芽
を

出
し
、
花
を
咲
か
せ
、
実
を
つ
け
て
く
れ

ま
す
。
何
と
な
く
自
分
を
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
よ
う
で
、
元
気
を
も
ら
っ
て
家
へ

入
り
ま
す
。
家
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
耐
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

暦
の
上
で
は
立
春
は
過
ぎ
た
け
ど
、
私
の

人
生
の
暦
の
立
春
は
ま
だ
か
な
と
、
春
を

待
ち
な
が
ら
今
年
の
わ
が
家
の
ド
根
性
植

物
さ
ん
を
待
ち
わ
び
て
い
る
お
ば
ち
ゃ
ま

で
す
。

人
間
関
係
を
思
う

田
代
和
雄
さ
ん

（
62
歳
／
東
京
都
）

　

東
京
で
町
内
会
長
を
し
て
い
ま
す
が
、

故
郷
と
違
い
、
人
間
関
係
が
複
雑
で
希
薄

で
す
。
向
う
三
軒
両
隣
り
で
も
「
落
ち
葉

が
落
ち
る
」「
音
が
う
る
さ
い
」
な
ど
、
故

郷
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
近
隣
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
災
害
の
時
、
共
助

（
共
に
助
け
合
う
心
）が
生
ま
れ
る
か
ど
う

か
心
配
で
す
。声
か
け
運
動
を
推
進
し
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
社
会
と
共
に
悩
み
は

尽
き
ま
せ
ん
。
人
間
は
何
ら
か
の「
間
柄
」

「
関
係
」の
中
で
し
か
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
ら
ば
地
域
や
職
場
な
ど
で
大
い
に
好
縁

関
係
を
結
び
、
故
郷
の
様
な
い
さ
か
い
の

な
い
地
域
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

水
か
ぶ
り
を
見
て
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た

「
ま
ゆ
の
す
け
」
さ
ん

（
42
歳
／
十
文
字
）

　

冬
祭
り
、
水
か
ぶ
り
を
見
に
行
っ
た
。

２
月
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
裸
に
な
り
、

水
を
か
ぶ
る
男
の
人
達
は
本
当
に
イ
ヤ
だ

と
思
う
。
で
も
地
域
の
祭
り
を
守
ろ
う
！

と
頑
張
っ
て
い
る
。
水
か
ぶ
り
を
見
て
逃

げ
な
い
力
強
さ
に
、
私
も
イ
ヤ
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
負
け
な
い
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
立
派
な
神
社
へ
拝
み
に
行

っ
た
ら
赤
飯
ゲ
ッ
ト
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
　

夢
叶
棒

「
つ
ー
さ
ん
」
さ
ん

（
12
歳
／
大
雄
）

　

昨
年
秋
頃
、
花
屋
で
夢
叶
棒
と
い
う
め

ず
ら
し
い
植
物
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ

は
そ
の
名
の
通
り
、
夢
を
叶
え
る
そ
う
で

す
。
私
は
ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
、
買
っ
て

た
く
さ
ん
願
い
事
を
言
い
ま
し
た
。
す
る

と
な
ぜ
か
冬
に
な
っ
た
ら
葉
が
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の
頃
、
私
の
夢
は

叶
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
不
思
議
な
行
動

は
夢
を
叶
え
て
く
れ
た
証
拠
か
な
…
と
最

近
思
っ
て
い
ま
す
。
叶
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！

し
が
っ
こ
で
熱
さ
ま
し

「
キ
テ
ィ
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
さ
ん

（
60
歳
／
雄
物
川
）

　

孫
と
嫁
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
て
し
ま
い
、
高
熱
の
た
め
、
冷
蔵
庫

の
氷
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
長
い
し
が
っ

こ
（
つ
ら
ら
）
を
棒
で
た
た
き
落
と
し
、

金
づ
ち
で
砕
い
て
氷
枕
に
入
れ
た
ら
長
時

間
と
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
麦
茶
を
や
か
ん

で
沸
か
し
、
そ
の
や
か
ん
を
雪
に
突
っ
込

ん
で
い
た
ら
短
時
間
で
飲
め
ま
し
た
。
厄

介
者
の
雪
も
上
手
に
使
え
ば
一
石
二
鳥
に

な
る
こ
と
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
か
な
！

上
を
向
い
て
歩
こ
う

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」
さ
ん

（
13
歳
／
増
田
）

　

２
月
１
日
、
私
の
母
方
の
祖
母
の
命
日

だ
。
今
か
ら
４
年
前
、
舌
ガ
ン
で
亡
く
な

っ
た
。
そ
の
時
は
私
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
だ

っ
た
。
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
弾
い

た
。
祖
母
が
亡
く
な
っ
た
の
は
私
の
発
表

が
終
わ
っ
て
す
ぐ
だ
っ
た
そ
う
だ
。
私
は

び
っ
く
り
し
た
け
れ
ど
「
演
奏
を
聴
い
て

く
れ
た
か
な
？
」
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

２
月
に
な
る
と
必
ず
思
い
出
す
こ
の
こ
と
。

私
も
上
を
向
い
て
歩
き
、
１
日
１
日
を
一

生
懸
命
生
き
ぬ
い
た
祖
母
の
よ
う
に
生
き

て
い
こ
う
と
思
う
。

食
と
農
の
横
手
に
期
待
し
ま
す

「
ド
ー
ナ
ツ
」
さ
ん

（
28
歳
／
秋
田
市
）

　　

久
々
に
里
帰
り
し
、
市
報
よ
こ
て
を
懐

か
し
く
見
ま
し
た
。
一
番
驚
い
た
の
は
雅

姫
さ
ん
が
横
手
出
身
だ
と
い
う
こ
と
！
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
を
提
唱
し
、
全
国
的
に

も
人
気
の
あ
る
雅
姫
さ
ん
が
地
元
出
身
だ

な
ん
て
大
い
に
誇
り
で
す
し
、
私
達
も
彼

女
を
見
習
い
、
自
然
と
共
に
生
き
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
を
大
事
に
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
も
楽
し

み
で
す
ね
。
私
も
家
庭
で
旬
の
食
材
を
生

か
す
食
卓
作
り
を
心
が
け
た
り
、
自
家
製

酵
母
で
パ
ン
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
回
も
笑
顔
、
あ
り
が
と
う

「
バ
ッ
キ
ャ
」
さ
ん

（
63
歳
／
横
手
）

　

「
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
」
の
笑
顔
あ
り
が

と
う
。
こ
の
笑
顔
を
市
民
に
送
っ
て
く
れ

る
よ
い
子
達
に
ド
ー
モ
、
ド
ー
モ
で
す
。

今
回
も
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供

さ
ん
の
笑
顔
っ
て
何
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
、

元
気
と
明
る
さ
と
未
来
を
照
ら
し
て
く
れ

る
ん
で
す
ね
。
こ
の
笑
顔
、
い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
続
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
」
は
市
報
よ
こ
て

の
中
で
も
特
に
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
ご

家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
ご

親
戚
や
ご
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
供
の
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

あ
の
笑
顔
に
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
と
パ
ワ

ー
は
無
限
大
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
誰

よ
り
も
先
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
ふ
れ

ら
れ
る
の
は
私
た
ち
広
報
担
当
の
特
権
で

す
。
最
高
の
笑
顔
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
！

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎ご希望のプレゼントを○で囲んでください

１．りんごまんさくセット　２．ジャムセット

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所企画課
　　広報広聴担当 行

PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝４月21日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

【提供】　工房　縁　　36-1573

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

ふれあい
　語り合い

４１
2008

たより市報よ
こて

　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

（２/16～３/15日到着分）

手作りにこだわった「甘酒ジャム」＆「ブドウジャム」

ゆかり

【提供】　日の丸醸造株式会社　　42-1335

りんごを甘酒で仕込んだお酒
新商品「りんごまんさく」！

横手が誇る発酵食品「甘酒」
をジャムにしました。パンに
よし、お湯で溶いて甘酒にす
るもよし、カレーの隠し味に
もおすすめです。道の駅でも
ご好評をいただいている甘酒
ジャムとブドウジャムのセッ
トを３名様にプレゼント。

農林水産大臣賞受賞の「大屋の梅まんさく」
に続き、横手の特産のりんごを用いた「りん

ごまんさく」が誕生！紅玉を使
ったこだわりの味。甘酒仕込み
の新しいお酒をぜひ味わってく
ださい。今回は、麹’s（コー
ジーズ／吟醸甘酒）パックをお
付けして２名様にプレゼント。



◎一般向け　　　　　　　    
　○「雄物川・岡本新内」ＤＶＤ／岡本新内保存会〔雄〕 
　○「情報検索の認知的転回」／イングベルセン〔雄〕
　○「昭和天皇（岩波新書）」／原武史〔平・雄〕
　○「親子論。」／週刊朝日〔平・十〕        
　○「フェアトレードで買う50の理由」／青土社〔雄〕   
　○「暴力はどこからきたか」／山極寿一〔雄〕        
　○「女と男の更年期」／小山嵩夫〔横・雄〕        
　○「なげださない」／鎌田實〔平・雄〕        
　○「夜中にジャムを煮る」／平松洋子〔横・雄〕       
　○「誰でもできる手づくり酢」／永田十蔵〔横・雄〕       
　○「限界集落」／梶井照陰〔雄〕        
　○「客はアートでやって来る」／山下柚実〔雄〕 
　○「土方巽 絶後の身体」／稲田奈緒美〔雄〕        
　○「ターシャとコーギ」／ターシャテューダー〔雄〕
　○「乳と卵」／川上未映子〔横・平・雄・森・十〕
　○「いつから、中年？」／酒井順子〔横・雄・森〕
◎児童向け・絵本
　○「チュウガクセイのキモチ」／小学館［横・増・雄］
　○「超神ネイガーひみつ大百科」［横・平］
　○「ねえ」／谷川俊太郎・さとうあきら［横・森・十］
　○「うさぎ座の夜」／安房直子［雄・森・十］

４
月
１
日
付
け
で
２
人
揃
っ
て
異
動

を
命
じ
ら
れ
、
カ
メ
ラ
を
置
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
前
か

ら
広
報
を
担
当
し
て
早
５
年
。
取
材

で
市
内
の
彼
方
此
方
に
お
邪
魔
し
、

多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
数
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
半
世
紀
に
１
度
の
市
町
村
合

併
と
秋
田
国
体
、
２
つ
の
大
き
な
出

来
事
を
間
近
で
体
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
担
当
は
変
わ
り
ま
す
が
、

「
職
員
全
員
が
広
報
マ
ン
」の
気
持
ち

で
、
仕
事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
（
克
彦
＆
孝
春
）

あ 

と 

が 

き

市報よこて

焼きそば店経営
Vol.29

　

市
内
で
も
数
少
な
い
焼
き
そ
ば
専
門
店
の
一
つ
「
焼

き
そ
ば
の
ふ
じ
わ
ら
」
。
店
に
入
る
と
焼
け
た
ソ
ー
ス

の
香
ば
し
い
香
り
が
漂
い
、
食
欲
を
か
き
た
て
る
。

　

義
母
が
切
り
盛
り
す
る
店
を
巧
が
継
い
だ
の
は
お
よ

そ
30
年
前
。
「
当
時
の
お
客
さ
ん
に
は
『
先
代
の
味
と

違
う
』
と
言
わ
れ
た
。
今
で
は
私
の
ほ
う
が
長
く
な
っ

た
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
味
を
自
分
の
も
の
に
す
る

ま
で
に
10
年
か
か
っ
た
よ
」
わ
ず
か
に
ゆ
が
ん
だ
鋼
鉄

製
の
真
っ
黒
な
鉄
板
が
店
の
歴
史
を
物
語
る
。

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
横
手
や
き
そ
ば
グ
ラ
ン
プ

リ
決
定
戦
で
は
、
市
民
投
票
で
選
ば
れ
た
４
店
だ
け
が

出
場
で
き
る
最
終
決
戦
へ
。
２
日
間
で
１
，
２
０
０
人

分
も
の
焼
き
そ
ば
を
調
理
す
る
過
酷
な
状
況
な
が
ら
、

巧
は
安
定
し
た
〝
鉄
ベ
ラ
〞
さ
ば
き
を
披
露
。
惜
し
く

も
グ
ラ
ン
プ
リ
は
逃
し
た
も
の
の
、
そ
の
技
術
と
淡
々

と
し
た
仕
事
ぶ
り
は
ラ
イ
バ
ル
店
や
サ
ポ
ー
ト
役
の
横

手
や
き
そ
ば
職
人
を
唸
ら
せ
た
。
今
で
こ
そ
「
使
う
鉄

板
も
普
段
と
違
い
、
終
了
後
は
話
も
で
き
な
い
ほ
ど
消

耗
し
た
」
と
語
る
。
し
か
し
、
疲
れ
た
そ
ぶ
り
を
ほ
と

ん
ど
見
せ
な
い
の
が
巧
の
プ
ラ
イ
ド
だ
。

　

味
は
も
ち
ろ
ん
折
り
紙
つ
き
。
時
間
を
か
け
て
じ
っ

く
り
焼
き
上
げ
る
こ
と
で
、
麺
と
ソ
ー
ス
、
そ
し
て
具

が
調
和
し
、
互
い
に
引
き
立
て
合
う
。
素
材
が
主
張
し

過
ぎ
な
い
ま
ろ
や
か
な
風
味
は
巧
な
ら
で
は
。
「
他
の

メ
ニ
ュ
ー
に
手
を
出
す
と
す
べ
て
が
中
途
半
端
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
焼
き
そ
ば
一
筋
。
「
誰
か
に
後
を
継
い

で
も
ら
お
う
と
も
思
っ
て
な
い
で
す
よ
」
先
代
か
ら
受

け
継
い
だ
味
を
守
れ
る
の
は
、
巧
し
か
い
な
い
。

藤原 和子さん（66歳）

昭和16年、横手市生まれ。19歳で
藤原家に嫁ぎ、夫の転勤のため山
形県で10年ほど過ごす。その後、
横手に戻り、義母が営む焼きそば
店を継いで現在に至る。

ふじわら　かずこ

誰にも譲れない
「おばあちゃんの味を守るために」
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　昨年の夏、著者の母はあふれる花に囲まれて逝った。
７年間の介護は、慟哭と憤りとそして、不思議に穏や
かなな充実の日々だった。７年間の介護生活から身に
つけた、疲れないための方法とは？誤嚥の簡単な吐か
せ方は？悔いに落ちた時は？美談ではない介護の日々
を支える知恵の言葉に満ちたエッセイ第２弾の本です。
　　　　　　　　　　　平鹿図書館　主査　國安清久

図書館だより

あ 

と 

が 

き

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。

新着図書の紹介

 ［横・平］

[　]内は所蔵館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

◇ 定例おはなし会（会場は各図書館） ◇
　絵本や紙芝居などの読み聞かせを開催しています。主
に、幼児・小学生を対象としていますが、どなたでもご
参加いただけます。お気軽にご来場ください。          
・４月５日（土）午前10時30分／十文字          
・４月19日（土）午後２時／増田          
・４月20日（日）午前10時30分／平鹿、雄物川、大森          

◇ 読書会（会場：雄物川図書館） ◇
　毎月最終金曜日に開催しています。参加を希望される
方は、事前に雄物川図書館までお申し込みください。          
・４月25日（金）午後２時／「伊勢物語」を読む

◇ 蔵書点検による臨時休館 ◇
・４月７日（月）～11日（金）／雄物川図書館

◇ あなたの作品を図書館で展示してみませんか ◇
雄物川図書館と大森図書館では、市民サークル等の作
品を展示しています。図書館を発表の場としてご活用
ください。

えん
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イベントカレンダーE

相撲甚句（11：00～13：30、道の駅十文字）

十文字和紙展（9：00～19：00、道の駅十文字）

十文字和紙展（9：00～19：00、道の駅十文字）

Pick uppPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick uppPick upPick up
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南部エリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　６日（日） 「名探偵コナン
　　　　　　探偵たちの鎮魂歌」　　 【169分】
　13日（日） 「猫の恩返し」　　　　　　【75分】
◆問合せ／南部エリア　26－3880

4月1日～4月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 市長公室
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

つどいの広場
　　マムチャサロン・ひらか・おもの川
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　市では、乳幼児期の子育て家庭の交流の場として「つどい
の広場」を開設しています。
　たくさんのおもちゃでのびのび遊べる広いスペースや子供
を見守りながらお茶を楽しむ喫茶コーナーを用意しています。
また、常駐の指導員が子育てに関する相談をお受けしていま
す。お気軽にご利用ください。
【マムチャサロン】
◆実施日／毎週 月～金曜日（祝日を除く）
◆時　間／10：00～14：00
◆場　所／わんぱく館内（南町）
【つどいの広場 ひらか】 ※４月から実施日が拡大しています
◆実施日／毎週 月～金曜日（祝日を除く）
◆時　間／10：00～15：00
◆場　所／アイリスハウス内（平鹿町浅舞）
【つどいの広場 おもの川】
◆実施日／毎週 火・水・土曜日（祝日を除く）
◆時　間／10：00～15：00
◆場　所／雄物川コミュニティセンター内（雄物川町沼館）
◆問合せ／市福祉環境部子育て支援課　35－2133

道の駅十文字
イベント情報
　道の駅十文字では、週
末を中心にイベントを開
催し皆さんのお越しをお
待ちしています。
【相撲甚句】　雄物川相撲
甚句声友会の皆さんが相
撲甚句を披露します
◆日　時／４月６日（日）
　　　　　11：00～13：30
【十文字和紙展】　天然の素材を使った暖かな作品が並びます
◆日　時／４月12日（土）・13日（日）、9：00～19：00
◆問合せ／道の駅十文字　23－9320

十文字和紙による作品

３月16日、かんじきを履いて歩く「かんじき
ウォーキング」が行われました。参加者らは
木々の芽吹きなどを見つけては、早春の訪れ
を楽しんでいました。（関連記事25ページ）

３月16日、かんじきを履いて歩く「かんじき
ウォーキング」が行われました。参加者らは
木々の芽吹きなどを見つけては、早春の訪れ
を楽しんでいました。（関連記事25ページ）

春の訪れを探して春の訪れを探して
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